
給
与
の
７
割
を
現
金
引
き
落
と
し

得
て
い
た
情
報
で
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
は
１
８
０
０
万

で
、
当
時
の
会
議
で
は
同

グ
ル
ー
プ
へ
の
支
給
額
は

１
２
５
レ
ア
ル
と
さ
れ
て
い

た
。

　

現
在
の
見
通
し
で
は
、
支

給
開
始
は
４
月
で
、
支
給

回
数
は
４
回
と
な
っ
て
い
る
。

同
件
に
関
す
る
暫
定
令
（
Ｍ

Ｐ
）
は
市
民
省
に
よ
る
認
可

後
に
出
さ
れ
る
が
、
経
済
省

は
、
連
邦
議
会
が
支
給
額
や

支
給
期
間
に
変
更
を
加
え
な

い
よ
う
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
連
邦
議
会
は
１
５

日
、
歳
出
上
限
規
定
枠
外
で

４
４
０
億
レ
ア
ル
の
支
出
を

認
め
る
憲
法
補
足
法
案
（
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）を
公
布
。こ
れ
に
よ
り
、

Ｍ
Ｐ
発
行
と
同
時
に
緊
急
支

援
金
支
給
を
開
始
す
る
事
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
雇
用
維
持
の
た
め

の
雇
用
者
支
援
策
で
も
あ
る

時
短
・
減
給
や
一
時
帰
休
に

つ
い
て
は
、
失
業
保
険
の
利

用
方
法
な
ど
が
検
討
さ
れ
、

ボ
ル
サ
・
エ
メ
ル
ジ
ェ
ン
シ
ア

ル
の
名
前
で
復
活
さ
せ
る
方

針
が
固
ま
っ
た
。

　

時

短
・

減

給

策

は

昨

年

同

様
、

２
５
％
、
５
０
％
、
７
０
％

　

長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
に
か
け
ら
れ
て
い
る
、幽
霊
職
員
の
給
与
を
キ
ッ
ク
バ
ッ

ク
さ
せ
る
不
正
所
得
疑
惑
「
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
」
が
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
本
人
に

ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
１
５
、１
６
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
で
は
こ
の
と
こ
ろ
、

密
を
作
る
週
末
の
非
公
式
イ

ベ
ン
ト
を
取
り
締
ま
る
動
き

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
先

週
末
の
１
２
〜
１
４
日
は
聖

市
だ
け
で
も
５
８
の
イ
ベ
ン

ト
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
と

な
っ
た
。
１
５
日
か
ら
は
じ

ま
っ
た
「
紫
レ
ベ
ル
」
の
前
、

１
２
万
６
千
レ
ア
ル
を
現
金

で
引
き
落
と
し
て
い
た
。
月
に

よ
っ
て
は
全
額
を
現
金
引
き
落

と
し
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　

さ
ら
に
ナ
シ
メ
ン
ト
氏
は
こ

の
間
、
む
し
ろ
リ
オ
州
議
だ
っ

た
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
も
と
で
働

い
て
い
た
痕
跡
が
、
同
氏
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
う
か
が
わ
れ
る
。
前

記
期
間
中
に
同
氏
が
行
っ
た

投
稿
の
ほ
と
ん
ど
は
、
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
と
リ
オ
州
議
会
の
も

の
だ
っ
た
。
ナ
シ
メ
ン
ト
氏
は

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
の
職
員
を
辞
め

る
と
同
時
に
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の

職
員
と
な
り
、
上
議
と
な
っ
た

現
在
も
、
夫
婦
で
職
員
を
務

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ラ
ベ

ロ
氏
は
２
０
０
５
年
に
リ
オ

市
議
の
カ
ル
ロ
ス
氏
の
職
員

と
な
っ
た
後
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏

の
秘
書
室
に
異
動
し
、
１
１

年
ま
で
勤
め
た
。
ま
た
、
そ

の
後
も
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
、
カ

ル
ロ
ス
氏
の
下
で
働
い
た
後
、

１
７
年
に
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
の
職

員
と
な
っ
た
。

　

同
氏
は
約
８
年
間
、
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
氏
の
下
で
働
い
て
お

り
、
１
９
万
２
千
レ
ア
ル
の

給
与
の
約
７
０
％
に
あ
た
る

１
３
万
４
千
レ
ア
ル
を
現
金

で
引
き
落
と
し
て
い
た
。
同

氏
は
そ
れ
だ
け
の
給
与
が
あ

り
な
が
ら
、
２
０
１
２
年
に

３
２
０
０
レ
ア
ル
の
借
金
を

め
ぐ
り
、
法
廷
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
が
大
統

下
議
時
代
に
４
人
の
幽
霊
職
員

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
時
短

の
割
合
に
応
じ
て
企
業
側
が

払
う
給
与
も
減
額
さ
れ
る
。

減
額
分
の
給
与
は
政
府
が
補

填
す
る
が
、
補
填
額
は
合
意

前
の
給
与
額
に
従
っ
て
算
定

さ
れ
、
上
限
も
あ
る
た
め
、

減
額
分
が
全
額
補
填
さ
れ
る

的
な
予
想
は
、
一
時
帰
休

１
２
０
万
件
、
時
短
・
減
給

１
８
０
万
件
で
、
必
要
経
費

も
６
４
億
６
千
万
レ
ア
ル
と

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
族
で
暮
ら
し
て

い
る
人
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は

失
業
な
ど
で
低
所
得
と
な
っ

た
男
性
や
家
計
の
中
心
で

は
な
い
女
性
で
、
対
象
は

１
６
７
０
万
世
帯
、
支
給
額

は
２
５
０
レ
ア
ル
の
予
定
だ
。

も
う
一
つ
は
、
未
亡
人
や
一

人
親
な
ど
の
理
由
で
家
計
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
女
性
で
、

３
７
５
レ
ア
ル
が
支
給
さ
れ

る
見
込
み
だ
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

１
０
日
、
平
均
支
給
額
は

２
５
０
レ
ア
ル
と
発
言
し
た

が
、
こ
の
時
点
で
大
統
領
が

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
再
燃

に
伴
う
緊
急
支
援
金
支
給
は

三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、

４
月
か
ら
支
給
と
な
り
そ
う

だ
。
ま
た
、
雇
用
維
持
の
た

め
の
時
短
・
減
給
措
置
も
復

活
さ
せ
る
準
備
が
進
展
中
と

１
５
、１
６
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

緊
急
支
援
金
支
給
計
画

は
市
民
省
の
最
終
認
可
待
ち

で
、
対
象
は
４
６
０
０
万

世
帯
の
見
込
み
だ
。
こ
の
内

の
一
人
暮
ら
し
世
帯
（
約

２
千
万
）
に
は
、
１
５
０

レ
ア
ル
が
支
給
さ
れ
る
予
定

だ
。

一
人
暮
ら
し
は
月
額
１
５
０
レ

新
保
健
相
に
ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏

雇
用
維
持
策
も
期
間
限
定
で
復
活

　

昨
年
の
場
合
、
一
時
帰
休

や
時
短
・
減
給
の
対
象
者
へ

の
給
与
の
補
填
は
、
失
業
保

険
の
一
部
を
切
り
崩
す
形
で

行
わ
れ
た
が
、
こ
の
方
法
だ

と
、
こ
れ
ら
の
措
置
適
用
に

同
意
し
た
後
に
解
雇
さ
れ
た

労
働
者
が
受
け
取
れ
る
失
業

保
険
額
が
削
減
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
、
今
回
は
、
補
填
額

は
全
て
、
労
働
者
支
援
基
金

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
）
か
ら
支
出
さ
れ

れ
る
事
に
な
っ
た
。

　

こ
の
制
度
の
適
用
期
間
は

最
大
４
カ
月
だ
。
経
済
省
関

係
者
は
、
昨
年
は
社
会
隔
離

策
が
一
斉
適
用
さ
れ
た
り
し

た
た
め
、
工
業
な
ど
で
も
同

制
度
の
適
用
を
必
要
と
す
る

企
業
が
出
た
が
、
今
回
の
利

用
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
中
心
と

な
る
と
見
て
い
る
。

雇用維持や失業者への対策は急務
（Marcello Casal/Agencia Brasil）

ケイローガ氏（Geraldo Magela）

捜
査
対
象
と
な
る
可
能
性
も

領
選
で
当
選
し
た
１
８
年
に

は
、
８
８
％
を
現
金
で
引
き

落
と
し
て
い
る
。

　

１
４
年
か
ら
１
７
年
に
勤

め
た
ダ
ニ
エ
ル
・
メ
デ
イ
ロ

ス
氏
は
、
給
与
が
短
期
間
で

１
６
０
０
レ
ア
ル
か
ら
１
万

レ
ア
ル
に
あ
が
る
不
可
解
な

動
き
が
あ
っ
た
上
、
給
与
の

７
２
％
を
リ
オ
市
内
の
銀
行

で
引
き
落
と
し
て
い
た
。
同

氏
は
警
備
員
な
ど
の
ア
ル
バ
イ

ト
も
や
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
の
職
員
だ
っ
た
フ
ァ
ブ
リ

シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
に
車
を
貸

し
た
り
も
し
て
い
た
。

　

運
転
手
な
ど
の
「
何
で
も

屋
」
だ
っ
た
ジ
ャ
シ
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
氏
も
、
２
０
１
１

年
１
２
月
か
ら
１
２
年
７
月

の
８
カ
月
間
勤
め
、
給
与
の

４
５
％
を
現
金
で
引
き
落
と

し
て
い
る
。

　

彼
ら
４
人
は
連
邦
議
会
内

で
は
実
質
的
に
仕
事
を
し
て

最
後
に
ひ
と
騒
ぎ
し
た
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
、
南
部
ヴ
ィ
ラ
・
オ

リ
ン
ピ
ア
の
違
法
カ
ジ
ノ
摘

発
で
、
２
０
０
人
以
上
の
参

加
者
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
、

人
気
フ
ァ
ン
キ
歌
手
の
Ｍ
Ｃ

ギ
ー
と
、
サ
ッ
カ
ー
の
フ
ラ
メ

ン
ゴ
の
ス
タ
ー
選
手
ガ
ビ
ゴ

ル
も
、
現
場
で
逮
捕
後
、
警

察
に
連
行
さ
れ
た
。
事
情
聴

取
は
別
途
行
わ
れ
る
た
め
、

調
書
に
サ
イ
ン
後
に
釈
放
さ

れ
た
が
、
彼
ら
ほ
ど
の
有
名

人
で
も
容
赦
な
く
逮
捕
さ
れ

る
と
な
れ
ば
、
一
般
市
民
の

不
正
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
も

警
戒
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
。

　
　
　
　
　
　

◎

　

１
５
日
か
ら
「
紫
レ
ベ
ル
」

が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
、
そ

れ
ま
で
に
も
出
て
い
た
２
０

時
か
ら
翌
朝
５
時
ま
で
の
外

出
禁
止
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

２
０
時
以
降
は
通
り
に
警
察

官
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、「
仕
事
帰
り

の
人
は
取
り
締
ま
り
の
対
象

外
」
と
言
わ
れ
て
も
、
警
察

官
の
姿
を
見
か
け
る
と
や
は

り
緊
張
し
て
し
ま
う
も
の
。

そ
の
一
方
で
、
密
を
作
る
代

表
的
存
在
の
聖
市
地
下
鉄
や

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
は
、利
用
客
は
減
っ

た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
人
が

多
い
と
か
。
も
っ
と
効
率
の
良

い
方
法
は
な
い
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
で
は
１
５
日
か
ら
、

７
５
〜
７
６
歳
を
対
象
と
し

た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
の
会
場
で
は
週
末

か
ら
一
足
早
く
は
じ
ま
っ
て

お
り
、
ル
ー
ラ
元
大
統
領
も

１
３
日
に
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・

ド
・
カ
ン
ポ
の
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
で
接
種
を
行
っ
た
。
対

象
年
齢
は
次
第
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
お
り
、
２
２
日
に
は

７
２
〜
７
４
歳
、
２
９
日
に

は
７
０
〜
７
１
歳
へ
の
接
種

も
始
ま
る
。
混
雑
の
前
に
早

め
に
接
種
を
。

　

経
済
省
が
１
６
日
、
全
就

労
・
失
業
者
台
帳
（
Ｃ
ａ
ｇ

ｅ
ｄ
）
に
よ
る
と
、
１
月
は

正
規
雇
用
者
が
２
６
万
３
５

３
人
増
え
、
１
月
と
し
て
は

統
計
開
始
以
来
、
最
良
の
結

果
だ
っ
た
と
発
表
し
た
と
同

日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

１
月
の
新
規
採
用
者
は

１
５
２
万
７
０
８
３
人
で
、

解
雇
者
の
１
２
６
万
６
７
３

０
人
を
２
６
万
人
余
り
上

回
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、

１
４
万
２
６
９
０
人
増
を
記

録
し
た
昨
年
１
２
月
よ
り

も
多
い
。
こ
の
結
果
、
１

月
現
在
の
正
規
雇
用
者
は

３
９
６
２
万
３
３
２
１
人

と
な
り
、
前
月
比
で
０
・

６
６
％
増
え
た
。

　

経
済
省
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
雇
用
維
持
策
（
一

時
帰
休
や
時
短
・
減
給
）

は
、
伯
国
経
済
や
労
働
市

場
に
と
っ
て
の
救
済
策
と

強
調
。
昨
年
中
に
雇
用
維

持
策
を
採
用
し
た
企
業
は

１
４
６
万
４
６
８
３
社
で
、

９
８
４
万
９
１
１
６
人
の
労

働
者
が
２
０
１
１
万
９
８
５

８
件
の
合
意
を
結
ん
だ
と
報

告
し
た
。

　

勤
務
時
間
や
勤
務
日
数
に

柔
軟
性
が
あ
る
イ
ン
テ
ル

ミ
テ
ン
テ
は
新
規
採
用
が

　

１
５
日
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

パ
ズ
エ
ロ
氏
に
代
わ
る
新
し
い

保
健
相
と
し
て
心
臓
外
科
医

の
マ
ル
セ
ロ
・
ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏

が
決
ま
っ
た
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

大
統
領
長
男
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

上
議
に
よ
る
推
薦
だ
と
い
う
。

１
５
、１
６
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
４
日
に
第
一
候
補
と
し

て
当
た
っ
て
い
た
ル
ジ
ミ
ラ
・

ア
ジ
ャ
ー
ル
氏
に
は
１
５
日

早
々
に
断
ら
れ
た
が
、
そ
の

次
の
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た

ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
は
、
そ
の
日

の
う
ち
に
保
健
相
就
任
を
引

き
受
け
た
。

　

ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
は

１
９
６
３
年
生
ま
れ
で
、

１
９
８
８
年
に
パ
ラ
イ
バ

連
邦
大
学
を
卒
業
し
た

後
、
心
臓
外
科
医
と
な
り
、

１
９
９
７
年
に
は
心
臓
病
セ

ン
タ
ー
の
事
務
局
長
に
就
任
。

２
０
１
２
年
か
ら
は
２
年
間

に
わ
た
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
心
臓

循
環
器
科
学
会
の
会
長
を
つ

と
め
、
２
０
２
０
年
か
ら
は

ブ
ラ
ジ
ル
心
臓
科
学
会
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
）
の
会
長
を
つ
と
め
て

い
た
。

　

ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
が
推
薦
さ

れ
た
経
緯
に
は
、
同
氏
が
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
の
妻
の
一
家
と

親
し
か
っ
た
と
い
う
事
情
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

と
は
顔
な
じ
み
で
も
あ
り
、

同
氏
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

は
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
、
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
氏
と
共
に
写
っ
た
写
真
も

存
在
す
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

１
５
日
に
ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
と

直
接
会
談
を
行
っ
た
ボ
ル
ソ

ナ
ロ
大
統
領
も
、「
昨
日
、

今
日
知
り
合
っ
た
仲
で
は
な

く
、
何
年
も
前
か
ら
知
っ
て

い
る
人
な
の
で
話
も
早
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
が
保
健
相

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
に
関
し
、
セ
ン
ト
ロ
ン
は

不
満
を
抱
い
て
い
る
。
セ
ン

ト
ロ
ン
側
は
ル
ジ
ミ
ラ
氏
か
、

ル
イ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
テ

イ
シ
ェ
イ
ラ
下
議
（
進
歩
党
・

Ｐ
Ｐ
）
を
希
望
し
て
い
た
。

ま
た
、
ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
に
は

保
健
機
関
運
営
の
経
験
が
な

い
と
こ
ろ
も
、
セ
ン
ト
ロ
ン
に

る
。
１
５
、１
６
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

今
回
の
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ

に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
開
催
を
危
惧
す
る
声
も

あ
っ
た
が
、
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
だ
が
、
当
初
予

定
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
招
待

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ

６
月
に
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
開
催

セ
レ
ソ
ン
の
初
戦
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と

大
統
領
長
男
と
懇
意
の
心
臓
外
科
医

緊
急
支
援
金
支
給
に
３
タ
イ
プ

サッカー

１
月
の
雇
用
は
２
６
万
人
純
増

同
月
と
し
て
は
統
計
史
上
最
高

疑惑を報じるフォーリャ紙（Twitter）
　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
ラ

シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
を
行
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
と
最
初
に
報

じ
た
の
は
、サ
イ
ト
「
Ｕ
Ｏ
Ｌ
」

が
１
５
日
未
明
に
報
じ
た
記

事
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｕ
Ｏ
Ｌ

は
２
０
年
９
月
に
、
リ
オ
州

地
裁
が
許
可
し
た
銀
行
口
座

な
ど
の
情
報
開
示
の
内
容
を

入
手
し
、
そ
の
内
容
を
解
析

し
て
き
た
と
い
う
。
同
サ
イ
ト

が
入
手
し
た
情
報
に
は
、
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
と
共
に
起
訴
さ
れ

た
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
の
関

係
者
や
企
業
約
１
０
０
人
を

含
む
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
家
周
辺
の

疑
惑
の
人
物
の
２
０
０
７
年

か
ら
１
８
年
に
至
る
ま
で
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
が
含

ま
れ
て
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏

の
下
議
時
代
の
職
員
４
人
が
、

平
均
し
て
給
与
の
７
２
％
を

現
金
で
引
き
落
と
す
不
審
な

行
為
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
い
う
。
４
人
が
受
け

取
っ
た
給
与
や
手
当
の
総
額
は

７
６
万
４
千
レ
ア
ル
で
、
そ

の
う
ち
の
５
５
万
１
千
レ
ア

ル
が
現
金
で
引
き
落
と
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　

た
と
え
ば
、
２
０
０
９

〜
１
４
年
に
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏

の
下
議
職
員
を
務
め
て
い
た

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ナ
シ
メ
ン
ト

氏
の
場
合
、
こ
の
間
に
得
た

１
６
万
４
千
レ
ア
ル
の
給
与

の
う
ち
、
７
７
％
に
あ
た
る

　

南
米
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
）
は
１
５

日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
コ
ロ

ン
ビ
ア
で
の
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ

を
当
初
の
予
定
よ
り
２
日
間

短
縮
し
、
６
月
１
３
〜
７
月

１
０
日
に
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
参
加
国
は
招
待
国

な
し
の
南
米
１
０
カ
国
と
な

お
ら
ず
、
仕
事
上
の
メ
ー
ル
さ

え
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

の
２
番
目
の
妻
ア
ナ
・
ク
リ

ス
チ
ー
ナ
・
シ
ケ
イ
ラ
・
ヴ
ァ

レ
氏
は
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
の
職

員
と
し
て
８
年
間
勤
め
て
い

た
姉
妹
の
ア
ン
ド
レ
ア
氏
が

辞
め
て
１
年
２
カ
月
後
、
ア

ン
ド
レ
ア
氏
の
給
与
振
り
込

大統領自身にも疑惑浮上ラ シ ャ
ジーニャ
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み
用
の
口
座
に
残
っ
て
い
た

５
万
４
千
レ
ア
ル
（
現
在
の

価
値
な
ら
１
１
万
レ
ア
ル
）

を
そ
っ
く
り
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
次
男
カ
ル
ロ
ス
・
リ

オ
市
議
に
も
、
元
職
員
４
人

が
５
７
万
レ
ア
ル
の
現
金
を

引
き
落
と
し
た
疑
惑
が
持
た

れ
て
い
る
。

　

元
検
察
庁
捜
査
官
の
ク
ラ

ウ
ジ
オ
・
フ
ォ
ン
テ
レ
ス
氏
に

よ
る
と
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

を
こ
の
件
で
捜
査
す
る
の
は
可

能
と
の
こ
と
だ
。
自
由
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
の
マ
ル
セ
ロ
・

フ
レ
イ
シ
ョ
下
議
は
検
察
庁
に

捜
査
要
請
を
提
出
。
Ｐ
Ｓ
Ｏ

Ｌ
も
議
会
調
査
委
員
会
（
Ｃ

Ｐ
Ｉ
）
の
設
置
を
求
め
る
意

向
だ
。

と
っ
て
の
不
安
材
料
だ
。

　

ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
や
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
の
支
持
者
で
あ
り
、

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
推
奨

す
る
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
使
っ
た
早

期
治
療
と
い
う
考
え
方
も
批

判
し
て
い
た
が
、１
６
日
に
は
、

「
保
健
行
政
の
方
針
は
連
邦

タ
ー
ル
の
参
加
は
見
送
ら
れ

た
。

　

形
式
は
南
米
１
０
カ
国
が

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
グ

を
作
り
、
そ
の
内
の
４
チ
ー

ム
ず
つ
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
む
や
り
方
で
行
う
。

　

開
幕
式
は
６
月
１
３
日
に

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
開
催
さ
れ
、

決
勝
は
７
月
１
０
日
に
コ
ロ

ン
ビ
ア
で
行
わ
れ
る
。

　

伯
国
代
表
（
セ
レ
ソ
ン
）

は
１
４
日
の
メ
デ
ジ
ン
で
の
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
戦
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

政
府
が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、

保
健
相
は
そ
れ
を
実
行
す
る

の
み
」
と
の
見
解
を
表
明
し

て
い
る
。

　

ケ
イ
ロ
ー
ガ
氏
は
１
６
日

朝
か
ら
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

パ
ズ
エ
ロ
氏
と
の
引
継
ぎ
作

業
に
入
っ
て
い
る
。

と
は
限
ら
な
い
。

　

経
済
省
で
は
、
一

時
帰
休
の
適
用
は

１
１
６
万
件
、
時

短
・
減
給
の
適
用

は
１
６
９
万
件
で
、

計
２
８
５
万
件

程
度
と
予
想
し
て

い
る
。
最
も
楽
観

的
な
予
想
は
、
一

時
帰
休
１
１
０
万

件
、
時
短
・
減

給
１
６
０
万
件

で
、
必
要
経
費
は

５
８
億
２
千
万

レ
ア
ル
と
い
う
も

の
で
、
最
も
悲
観

１
万
５
６
０
０
人
で
、
解
雇

者
を
３
０
８
３
人
上
回
る
な

ど
、
勤
務
形
態
の
変
化
も
雇

用
増
に
繋
が
っ
た
。
イ
ン
テ

ル
ミ
テ
ン
テ
の
内
２
０
１
人

は
、
複
数
企
業
で
の
掛
け
持

ち
勤
務
者
だ
。
た
だ
し
、
基

本
の
勤
務
時
間
が
週
３
０
時

間
未
満
で
残
業
の
可
能
性

が
な
い
か
、
基
本
の
勤
務

時
間
は
週
２
６
時
間
未
満

だ
が
６
時
間
ま
で
の
残
業

が
あ
り
得
る
と
い
う
契
約
の

人
は
６
１
０
人
減
っ
た
。
同

形
態
の
労
働
契
約
採
用
は

６
４
１
３
社
で
、
掛
け
持
ち

勤
務
者
も
い
る
。

　

１
月
の
雇
用
は
、
工
業

９
万
４
３
１
人
、
サ
ー
ビ
ス

８
万
３
６
８
６
人
、
建
設

４
万
３
４
９
８
人
な
ど
、
全

業
種
で
増
加
し
た
。
州
別
で

は
、
聖
州
７
万
５
２
０
３

人
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ

３
万
２
０
７
７
人
、
南
大
河

２
７
１
６
８
人
な
ど
、
２
３

州
と
連
邦
直
轄
区
で
増
加
し

た
が
、
ア
ラ
ゴ
ア
ス
と
パ
ラ

イ
バ
、
リ
オ
の
３
州
は
微
減

し
た
。

以
降
、
１
８
日
が
カ
リ
で
の

ペ
ル
ー
戦
、
２
４
日
が
バ
ラ

ン
キ
ー
ジ
ャ
で
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

戦
、
２
８
日
が
ボ
ゴ
タ
で
の

エ
ク
ア
ド
ル
戦
と
な
る
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｂ

Ｏ
Ｌ
は
３
月
末
に
開
催
予
定

だ
っ
た
Ｗ
杯
南
米
予
選
の
第

５
、
第
６
節
を
延
期
す
る
こ

と
も
発
表
し
た
。
欧
州
の
サ
ッ

カ
ー
・
ク
ラ
ブ
か
ら
、
こ
の

期
間
中
の
代
表
チ
ー
ム
へ
の

選
手
招
集
許
可
が
下
り
な

か
っ
た
た
め
だ
。
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鹿
か

児
ご

島
しま

総
そう

会
かい

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
う

に
文ふ

み

岡お
か

正ま
さ

樹き

氏し

を
選せ

ん

出し
ゅ
つ

「
今い

ま

ま
で
以い

上じ
ょ
う

に
団だ

ん

結け
つ

あ
る
会か

い

に
」

「
ハ
ハ
ハ
、、、
マ
ル
コ
ス
も
段
々
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
洗
脳
さ
れ
て
い
く

よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
た
わ
ね
。
ま
ず
、
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
将
来
を
考

え
心
配
す
る
の
は
、
す
で
に
立
派
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
い
え
る
わ
。
ま
あ
、

行
き
過
ぎ
は
困
る
け
ど
、
愛
国
心
が
徐
々
に
燃
え
上
が
る
よ
う
に
し
て
高
揚

し
て
い
く
の
は
い
い
も
の
ね
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
移
民
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
だ
け

ど
、
こ
の
辺
り
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
存
在
を
証
明
す
る
よ
う
な
、
こ
の
国
の
多

く
の
人
間
が
各
方
面
で
出
現
し
、
活
躍
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
の
じ
ゃ

な
い
か
し
ら
。
マ
ル
コ
ス
、も
ち
ろ
ん
、あ
な
た
も
そ
の
中
に
入
っ
て
ま
す
よ
」

「
僕
も
、
そ
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
ご
く
名
誉

な
こ
と
で
あ
る
け
ど
、
さ
あ
て
、
ど
う
か
な
。
そ
こ
ま
で
の
力
の
あ
る
人
間

で
も
な
い
し
、
大
し
た
期
待
は
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

「
そ
ん
な
弱
音
を
吐
い
て
い
て
は
、
こ
の
国
の
将
来
は
寒
々
と
し
た
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
わ
。

　

別
に
、
偉
人
と
か
有
名
人
に
な
れ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
で
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
け
ば
、

そ
れ
が
つ
ま
り
は
、
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
の
社
会
の
中
で
の
存
在
を
証
明
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
今
、
あ
な
た
の
よ
う

な
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」

「
そ
う
だ
ね
、
そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば
確
か
に
、
僕
に
も
そ
の
よ
う
な
使

命
が
あ
る
と
い
え
る
ね
。

　

ま
っ
た
く
、
ア
ヤ
、
君
の
言
う
通
り
だ
よ
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、

な
ぜ
こ
の
僕
が
、
外
国
人
で
あ
る
ア
ヤ
に
発
破
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね
。
そ
う
い
う
発
想
は
、
立
派
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
の
も
の
だ
よ
。
僕
よ
り
ア
ヤ
の
方
が
よ
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
な
」

「
あ
ら
、
人
を
変
な
外
国
人
だ
と
言
っ
て
置
い
て
、
そ
の
外
国
人
に
感
心
し

て
い
る
マ
ル
コ
ス
も
か
な
り
変
よ
。
私
は
ね
、
外
国
人
と
し
て
意
見
を
述
べ

て
る
の
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
は
私
の
国
に
な
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
、
こ

の
ブ
ラ
ジ
ル
の
住
人
と
し
て
物
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
私
に
は
関
係
な
い
け
ど
、
こ

の
国
を
思
う
気
持
ち
に
は
ピ
ュ
ア
な
も
の
が
あ
る
わ
」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
こ
に
ア
ヤ
の
変
な
と
こ
ろ
が
、
際
立
っ
て
見
え
る
原
因
が

あ
る
わ
け
だ
。

　

今
の
君
の
意
見
は
も
は
や
、
外
国
人
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
ピ
ュ

ア
な
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
も
の
だ
ね
。
そ
う
な
る
と
こ
れ
は
も
う
、
君
の
こ
と
を

外
国
人
と
し
て
見
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

こ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
あ
る
こ
の
僕
に
対
す
る
遠
慮
と
か
、
外
交
辞
令
的

な
も
の
が
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
君
の
言
っ
た
こ
と
は
文
字
通

り
そ
の
ま
ま
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
だ
よ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ

こ
ま
で
明
快
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
同
化
を
考
え
ら
れ
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ

は
普
通
で
は
な
い
よ
、
ア
ヤ
。

　

ま
あ
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
た
ち
は
、
最
初
か
ら
日
本
に
は
帰
る
意
志

が
な
い
こ
と
は
、
君
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
れ
に
し
て
も
ア
ヤ

の
よ
う
に
明
確
な
思
考
と
態
度
を
持
つ
人
た
ち
は
、
そ
ん
な
に
い
な
い
の

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
け
ど
、
ど
う
な
の
か
ね
、
そ
の
辺
り
は
」

「
そ
う
ね
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
皆
の
意
見
を
す
べ
て
知
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
ま
ず
、
日
本
へ
帰
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

な
い
で
し
ょ
う
ね
。

（131）

が
と
て
も
独ど

く

立り
つ

し
て
勉べ

ん

強き
ょ
うや

仕し

事ご
と

、
外が

い

出し
ゅ
つを
し
ま
す
。
公こ

う

共き
ょ
うの
場ば

や
交こ

う

通つ
う

機き

関か
ん

で
も
多お

お

く
の
女じ

ょ

性せ
い

を
見み

か
け
ま
す
。

治ち

安あ
ん

に
つ
い
て

居い

酒ざ
か

屋や

松ま
つ

『
め
お
と
弁べ

ん

当と
う

』
開か

い

始し

夫ふ
う

婦ふ

共き
ょ
う

作さ
く

の
愛あ

い

情じ
ょ
う

た
っ
ぷ
り
和わ

食し
ょ
く

　

シ
リ
ア
で
も
泥ど

ろ

棒ぼ
う

は
い
ま

す
が
、
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
リ
も
い
ま
す
が
、

道み
ち

を
歩あ

る

い
て
い
る
だ
け
で
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

を
取と

ら
れ
る
心し

ん

配ぱ
い

は

あ
り
ま
せ
ん
。
泥ど

ろ

棒ぼ
う

は
事こ

と

を

起お

こ
す
前ま

え

に
１
０
回か

い

考か
ん
がえ
ま

す
。

　

ア
ラ
ブ
の
世せ

界か
い

な
ら
、
ど

こ
の
国く

に

で
も
「
泥ど

ろ

棒ぼ
う

！
」
と

叫さ
け

べ
ば
、
警け

い

察さ
つ

よ
り
も
前ま

え

に

住じ
ゅ
う

民み
ん

が
彼か

れ

を
追お

い
か
け
、
捕つ

か

ま
え
て
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
叩た

た

き
の
め

し
ま
す
。
だ
か
ら
誰だ

れ

も
盗ぬ

す

む

勇ゆ
う

気き

が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
を

「
ナ
フ
ア
」
と
い
い
ま
す
。

　

も
し
、
誰だ

れ

か
が
助た

す

け
を
求も

と

め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
あ
な
た
の
助た

す

け
を
求も

と

め
て

い
る
の
で
す
。
私わ

た
し
た
ち
は
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で
助た

す

け
が
必ひ

つ

要よ
う

な
人ひ

と

を
助た

す

け
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
泥ど

ろ

棒ぼ
う

は
と
て

も
〝
自じ

由ゆ
う

〟
で
す
。
車く

る
ま
に
乗の

っ
て
い
た
友ゆ

う

人じ
ん

が
信し

ん

号ご
う

で
止と

ま

性せ
い

の
地ち

位い

の
違ち

が

い
で
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
の
女じ

ょ

性せ
い

は
と
て
も
活か

つ

動ど
う

的て
き

で
、
男だ

ん

性せ
い

の
よ
う
に
働は

た
ら
き

ま
す
。
シ
リ
ア
で
も
女じ

ょ

性せ
い

は

働は
た
らき
ま
す
が
、
男だ

ん

性せ
い

が
一い

ち

番ば
ん

に
働は

た
ら
き
ま
す
。
こ
こ
は
女じ

ょ

性せ
い

ブ
ラ
ジ
ル
と
シ
リ
ア
と
の
最さ

い

大だ
い

の
違ち

が

い

　

言げ
ん

語ご

、
食

し
ょ
く

事じ

、
習

し
ゅ
う

慣か
ん

、
も

の
の
考か

ん
が
え
方か

た

…
色い

ろ

々い
ろ

と
違ち

が

い

は
あ
り
ま
す
が
、
一い

ち

番ば
ん

は
女じ

ょ

っ
た
と
た
ん
、
ピ
ス
ト
ル
を

持も

っ
た
強ご

う

盗と
う

に
襲お

そ

わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
も
高こ

う

級き
ゅ
う

住じ
ゅ
う

宅た
く

街が
い

で
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
我わ

れ

々わ
れ

に
と
っ
て
シ
ョッ
ク
で
し
た
。

　

他ほ
か

に
も
、
道み

ち

を
歩あ

る

く
少

し
ょ
う

女じ
ょ

が
ス
マ
ホ
を
盗ぬ

す

ま
れ
、「
泥ど

ろ

棒ぼ
う

！
」
と
叫さ

け

ん
で
も
誰だ

れ

も
助た

す

け
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
と
て
も
違い

和わ

感か
ん

の
あ

る
出で

来き

事ご
と

で
す
。
我わ

れ

々わ
れ

は
誰だ

れ

か
が
泥ど

ろ

棒ぼ
う

を
し
て
い
た
ら
そ

れ
を
許ゆ

る

し
ま
せ
ん
。

絶ぜ
っ

対た
い

に
恨う

ら

み
を
忘わ

す

れ
な
い

　

我わ
れ

々わ
れ

は
何な

に

か
問も

ん

題だ
い

が
起お

き
た
時と

き

、
事こ

と

を
大お

お

き
く
し
な
い

た
め
に
静せ

い

観か
ん

す
る
く
ら
い
な

ら
、
死し

ん
だ
方ほ

う

が
ま
し
だ
と

考か
ん
がえ
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ラ
ブ
の

血ち

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
泥ど

ろ

棒ぼ
う

を
見み

た
ら
命い

の
ち
の
危き

険け
ん

を
考か

ん
が
え

ず
に
追お

い
か
け
る
の
で
す
。
そ

れ
こ
そ
が
生い

き
が
い
だ
と
思お

も
っ

て
い
ま
す
。

　

あ
る
シ
リ
ア
人じ

ん

が
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

を
盗ぬ

す

ま
れ
、

警け
い

察さ
つ

も
付ふ

近き
ん

の
人ひ

と

も
誰だ

れ

も
助た

す

け
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

行お
こ
なわ
れ
た
。

　

同ど
う

会か
い

は
約や

く

３
時じ

間か
ん

に
亘わ

た

っ

て
、
２
０
２
０
年ね

ん

の
事じ

業
ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

や
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
２
１

年ね
ん

の
活か

つ

動ど
う

予よ

定て
い

、
予よ

算さ
ん

、
会か

い

長ち
ょ
う

総そ
う

選せ
ん

挙き
ょ

な
ど
が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ

た
。

　

会か
い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
た
め
に
大お

お

き
な
収

し
ゅ
う

益え
き

は
見み

込こ

め
な
い
中な

か

で
、
な

ん
と
か
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

の
黒く

ろ

字じ

を
保た

も

っ

た
こ
と
を
報ほ

う

告こ
く

。
今こ

年と
し

も
イ

ベ
ン
ト
を
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍か

が
続つ

づ

い
て
い
る
た

め
、
デ
リ
バ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

検け
ん
と
う討
中ち

ゅ
うの
模も

様よ
う

。

　

上う
え

園ぞ
の

会か
い

長ち
ょ
うが
約や

く

４
年ね

ん

２
期き

の
任に

ん

期き

を
全ま

っ
と

う
し
た
た
め
、

し
て
い
る
。

　

文ふ
み

岡お
か

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
こ
の

名め
い

誉よ

あ
る
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うに
な
れ
て
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
。

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
今い

ま

ま
で
以い

上
じ
ょ
う

に
団だ

ん

結け
つ

あ
る
会か

い

に
で
き
る
よ

う
頑が

ん

張ば

り
ま
す
」
と
意い

気き

込ご

み
を
述の

べ
た
。

　

上う
え

園ぞ
の

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
こ
の
４

年ね
ん

会か
い

長ち
ょ
う

職し
ょ
くを
全ま

っ
と
う
で
き
た
の

は
多お

お

く
の
人ひ

と

に
支さ

さ

え
ら
れ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
総そ

う

会か
い

の
様よ

う

子す

一い
っ

世せ
い

紀き

後ご

も
恨う

ら

み
忘わ

す

れ
な
い
民み

ん

族ぞ
く

性せ
い

ン
ラ
イ
ン
会か

い

議ぎ

ア
プ
リ
ズ
ー

ム
上じ

ょ
うで
開か

い

催さ
い

し
、
役や

く

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

で
文ふ

み

岡お
か

正ま
さ

樹き

氏し

を
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うに

選え
ら

ん
だ
。
当と

う

日じ
つ

は
メ
ン
バ
ー

２
１
人に

ん

が
参さ

ん

加か

。
中な

か

に
は
パ

ラ
ナ
州し

ゅ
う
ク
リ
チ
バ
市し

や
、
北き

た

大た
い

河が

州し
ゅ
うナ
タ
ー
ル
市し

な
ど
、

聖せ
い

州し
ゅ
う

外が
い

か
ら
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

も
目め

立だ

っ
た
。

　

上う
え

園ぞ
の

会か
い

長ち
ょ
うは
開か

い

会か
い

の
挨あ

い

拶さ
つ

と
共と

も

に
、「
コ
ロ
ナ
禍か

中ち
ゅ
うで
も

若わ
か

手て

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
駆く

使し

し
て
『
日に

本ほ
ん

語ご

で
話は

な

し
ま
し

ょ
う
』
や
『
生

し
ょ
う

姜が

焼や

き
祭ま

つ

り
』

な
ど
を
開か

い

催さ
い

し
、
会か

い

の
活か

つ

動ど
う

を
止と

め
ず
乗の

り
越こ

え
る
こ
と

が
で
き
た
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
将

し
ょ
う

来ら
い

は
希き

望ぼ
う

に
満み

ち
て
い
る
。
改

あ
ら
た

め
て
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
」
と
語か

た

っ

た
。

　

２
月が

つ

４
日か

に
ア
マ
ゾ
ナ
ス

州し
ゅ
うマ
ナ
ウ
ス
で
亡な

く
な
っ
た
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

マ
ナ
ウ
ス
支し

部ぶ

会か
い

長
ち
ょ
う

の
武た

け

田だ

興こ
う

洋よ
う

さ
ん
へ
の
追つ

い

悼と
う

の

意い

を
込こ

め
て
１
分ぶ

ん

の
黙も

く

祷と
う

も

【特
とく
別
べつ
企
き
画
かく
】

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
何な

に

が
違ち

が

っ
て
何な

に

が
同お

な

じ
？

新し
ん

来ら
い

シ
リ
ア
移い

民み
ん

が
見み

た
サ
ン
パ
ウ
ロ

《２》

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
所し

ょ

在ざ
い

が
分わ

か
っ
た

の
で
、
そ
れ
を
追お

い
か
け
て

窃せ
っ

盗と
う

グ
ル
ー
プ
か
ら
取と

り
戻も

ど

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
ア
ラ
ブ

人じ
ん

で
す
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
身み

の
安あ

ん

全ぜ
ん

が
一い

ち

番ば
ん

重じ
ゅ
う

要よ
う

だ
と
考か

ん
が
え
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

も
と
て
も
怖こ

わ

が
り
で
す
。

我わ
れ

々わ
れ

は
自じ

分ぶ
ん

の
ほ
し
い
人じ

ん

生せ
い

を
送お

く

る
の
が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
す
。

　

シ
リ
ア
戦せ

ん

争そ
う

で
は
こ
の

１
０
年ね

ん

、
多お

お

く
の
命い

の
ち
が
奪う

ば

わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

人ひ
と

々び
と

は
そ
れ
程ほ

ど

悲ひ

観か
ん

的て
き

に
は

思お
も
っ
て
い
な
い
し
、
そ
の
恨う

ら

み

を
忘わ

す

れ
ま
せ
ん
。
子し

孫そ
ん

ま
で

恨う
ら

み
続つ

づ

け
る
こ
と
を
望の

ぞ

み
ま

す
。
残の

こ

り
の
人じ

ん

生せ
い

を
平へ

い

凡ぼ
ん

に

暮く

ら
そ
う
と
は
思お

も

い
ま
せ
ん
。

誰だ
れ

か
に
悪わ

る

い
こ
と
を
さ
れ
た

ら
１
０
年ね

ん

で
も
１
０
０
年ね

ん

で

も
忘わ

す

れ
ま
せ
ん
。

　

大お
お

昔む
か
し、
ア
ラ
ブ
で
は
２
人り

の
男お

と
こ
が
一い

っ

匹ぴ
き

の
ラ
ク
ダ
を
取と

り
合あ

い
始は

じ

め
、
２
グ
ル
ー
プ

に
分わ

か
れ
て
４
０
年ね

ん

戦せ
ん

争そ
う

を

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

屈く
っ

指し

の
有ゆ

う

名め
い

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た

「
サ
ン
ト
リ
ー
」
や
「
雅み

や
び
」、

東と
う

洋よ
う

街が
い

の
「
伴ば

ん

」
や
居い

酒ざ
か

屋や

「
一い

っ

茶さ

」
な
ど
で
腕う

で

を
ふ

る
っ
て
き
た
原は

ら

口ぐ
ち

政ま
さ

信の
ぶ

さ
ん

が
、
息む

す

子こ

の
大お

お

場ば

ル
シ
オ
さ
ん

（
三さ

ん

世せ
い

・
５
５
歳さ

い

）
の
居い

酒ざ
か

屋や

「
松ま

つ

」で
、１
０
日か

か
ら「
め

お
と
弁べ

ん

当と
う

」
の
販は

ん

売ば
い

を
始は

じ

め

た
。
料

り
ょ
う

理り

人に
ん

夫ふ
う

婦ふ

が
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
作つ

く
っ
た
愛あ

い

情じ
ょ
うた
っ
ぷ
り

の
和わ

食し
ょ
く

弁べ
ん

当と
う

だ
。

　

同ど
う

店て
ん

は
聖せ

い

市し

黄き

色い
ろ

線せ
ん

フ
ァ

リ
ア
・
リ
マ
駅え

き

徒と

歩ほ

１
０
分ぷ

ん

（A
ven

id
a P

ed
ro

so 
d

e M
o

ra
is, 4

0
3

 - 
P

in
h

eiro
s

）
に
位い

置ち

す
る
。
昨さ

く

年ね
ん

、
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ

る
聖せ

い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

が
始は

じ

ま
っ
た
時じ

点て
ん

で
、
ル
シ
オ

さ
ん
が
機き

転て
ん

を
利き

か
せ
デ
リ

バ
リ
ー
販は

ん

売ば
い

を
強つ

よ

め
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
宅た

く

配は
い

の
み
で
毎ま

い

日に
ち

平へ
い

均き
ん

１
０
０
～
２
０
０
食し

ょ
く
を
販は

ん

売ば
い

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

１
０
日か

か
ら
原は

ら

口ぐ
ち

さ
ん
が

仲
なか

良
よ

く弁
べん

当
とう

をみせる夫
ふう

婦
ふ

（左
ひだり

からマルガ
リータさん、原

はら

口
ぐち

さん）

【
質し

つ

問も
ん

者し
ゃ

】
大お

お

浦う
ら

智と
も

子こ

（
１
９
７
９
年ね

ん

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

生う

ま
れ
、
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
１
９
年ね

ん

、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
）

【
回か

い

答と
う

者し
ゃ

】
★
モ
ハ
マ
ド
・
ア
ル
サ
ヘ
ブ
（
１
９
８
１
年ね

ん

ダ
マ
ス
カ
ス
生う

ま
れ
、
在ざ

い

サ
ン
パ

ウ
ロ
６
年ね

ん

、ア
ラ
ビ
ア
語ご

学が
っ

校こ
う

経け
い

営え
い

）、★
ア
ブ
ド
ゥ
ル
バ
セ
ッ
ト・ジ
ャ
ロ
ー
ル
（
１
９
９
０

年ね
ん

ア
レ
ッ
ポ
生う

ま
れ
、
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
６
年ね

ん

、
個こ

人じ
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

主ぬ
し

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
副ふ

く

代だ
い

表ひ
ょ
うな
ど
）

アブドゥル

モハマド

月が
つ

２
１
日に

ち

９
時じ

か
ら
「
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

」
を
オ

　

ブ
ラ
ジ
ル
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
上う

え

園ぞ
の

モ
ニ
カ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
２

同ど
う

店て
ん

に
加く

わ

わ
り
、
新あ

ら

た
に
４

種し
ゅ

の
「
め
お
と
弁べ

ん

当と
う

」
を
始は

じ

め
た
。（
１
）
串く

し

カ
ツ
や
焼や

き
魚ざ

か
な、
卵

た
ま
ご

焼や

き
な
ど
を
入い

れ

た
「
幕ま

く

の
内う

ち

め
お
と
弁べ

ん

当と
う

」

４
５
レ
ア
ル
、（
２
）
野や

菜さ
い

の

天て
ん

ぷ
ら
を
盛も

り
付つ

け
た
「
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
幕ま

く

の
内う

ち

め
お
と

弁べ
ん

当と
う

」
４
２
レ
ア
ル
、（
３
）

鶏と
り

を
甘あ

ま

い
タ
レ
に
つ
け
て
焼や

い
た
「
鶏と

り

の
て
り
や
き
め
お
と

弁べ
ん

当と
う

」
４
２
レ
ア
ル
、（
４
）

淡た
ん

白ぱ
く

な
白し

ろ

身み

魚ざ
か
なを
フ
ラ
イ
に

し
た
「
魚さ

か
な
の
白し

ろ

身み

フ
ラ
イ
め

お
と
弁べ

ん

当と
う

」
４
２
レ
ア
ル
。

　

各か
く

弁べ
ん

当と
う

に
は
メ
イ
ン
の
お

か
ず
の
他ほ

か

に
ご
飯は

ん

、
漬つ

け

物も
の

、

煮に

物も
の

、
魚さ

か
なの
南な

ん

蛮ば
ん

漬づ

け
な
ど

具ぐ

だ
く
さ
ん
だ
。

　

こ
の
弁べ

ん

当と
う

は
１
０
日か

か
ら

販は
ん

売ば
い

を
開か

い

始し

し
た
が
、
原は

ら

口ぐ
ち

さ
ん
の
味あ

じ

を
懐な

つ

か
し
む
客き

ゃ
く
の

購こ
う

入に
ゅ
うが
相あ

い

次つ

ぎ
、
早は

や

く
も
毎ま

い

日に
ち

１
０
０
食

し
ょ
く

近ち
か

く
売う

れ
て
い

る
人に

ん

気き

ぶ
り
だ
。

　

原は
ら

口ぐ
ち

さ
ん
は
「
妻つ

ま

や
息む

す

子こ

、

家か

族ぞ
く

で
考か

ん
が
え
た
美お

味い

し
い
弁べ

ん

当と
う

を
用よ

う

意い

し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
注

ち
ゅ
う

文も
ん

く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

め
お
と
弁べ

ん

当と
う

は
デ
リ
バ
リ

ー
注

ち
ゅ
う

文も
ん

ア
プ
リ
「R

ap
p

i

」

や
「U

b
e

r e
a

ts

」「iF 
o

o
d

」
か
ら
注

ち
ゅ
う

文も
ん

で
き
る

が
、
以い

下か

サ
イ
ト
か
ら
も

購こ
う

入に
ゅ
う
が
可か

能の
う

。（
居い

酒ざ
か

屋や

松ま
つ

サ
イ
ト
＝h

ttp
s://

deliverydireto.com
.

b
r/izak

ay
am

atsu
/

izakayam
atsu

）。

　
「
め
お
と
弁べ

ん

当と
う

」の
他ほ

か

に
も
、

カ
ツ
サ
ン
ド
、
カ
ツ
カ
レ
ー
な

ど
１
８
種し

ゅ

程ほ
ど

販は
ん

売ば
い

し
て
い
る

の
で
確か

く

認に
ん

を
。
た
だ
し
現げ

ん

在ざ
い

は
政せ

い

府ふ

の
自じ

粛し
ゅ
く

措そ

置ち

「
紫

む
ら
さ
き

レ
ベ
ル
」
の
た
め
、
店て

ん

頭と
う

で
の

持も

ち
帰か

え

り
に
は
対た

い

応お
う

し
て
い

な
い
。

　３月
が つ

１日
に ち

に第
だ い

２５代
だ い

鹿
か

児
ご

島
し ま

県
け ん

人
じ ん

会
か い

会
か い

長
ちょう

に就
しゅう

任
に ん

した文
ふ み

岡
お か

正
ま さ

樹
き

氏
し

（二
に

世
せ い

、
５２歳

さ い

）。旅
り ょ

行
こ う

会
が い

社
し ゃ

クイックリートラベ
ルの代

だ い

表
ひょう

取
と り

締
しまり

役
や く

社
し ゃ

長
ちょう

も勤
つ と

める。
　両

りょう

親
し ん

は奄
あ ま み お お し ま

美大島の宇
う

検
け ん

村
そ ん

出
しゅっしん

身で、
コチア青

せ い

年
ね ん

の農
の う

業
ぎょう

移
い

民
み ん

として渡
と

伯
は く

。宇
う

検
け ん

村
そ ん

は奄
あ ま み

美本
ほ ん

島
と う

の西
に し

海
か い

岸
が ん

にある村
む ら

。
正
ま さ

樹
き

さんはインダイアトゥーバ出
しゅっしん

身だが、歴
れ き

代
だ い

の同
ど う

県
け ん

人
じ ん

会
か い

会
か い

長
ちょう

で奄
あ ま み お お し ま

美大島にルーツを持
も

つ人
ひ と

が就
しゅう

任
に ん

するのは初
は つ

だ。
　本

ほ ん

人
に ん

も１３歳
さ い

の時
と き

、「第
だ い

２回
か い

コチア青
せ い

年
ね ん

二
に

世
せ い

続つ
づ

け
ま
し
た
。
ア
ラ
ブ
で
は
、

も
し
、
親お

や

兄き
ょ
う

弟だ
い

や
従い

兄と

弟こ

が

敵て
き

に
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
た
ら
、
必か

な
ら
ず

か
た
き
討う

ち
し
ま
す
。

　

シ
リ
ア
戦せ

ん

争そ
う

は
実じ

つ

は
、
現げ

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
父ち

ち

親お
や

の
時じ

代だ
い

か
ら

始は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
人ひ

と

々び
と

が
長な

が

い
間あ

い
だ
た
め
込こ

ん
で
き
た
不ふ

満ま
ん

が
、
息む

す

子こ

世せ

代だ
い

で
爆ば

く

発は
つ

し
た

も
の
で
す
。
ア
ラ
ブ
人じ

ん

は
神か

み

も
信し

ん

じ
ま
す
が
、
先せ

ん

祖ぞ

の
か

た
き
討う

ち
を
す
る
の
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
の
で
す
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
イ
ス
ラ
エ

ル
が
入は

い

っ
て
来き

て
か
ら
７
０

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う、
パ
レ
ス
チ
ナ
人じ

ん

は

恨う
ら

み
続つ

づ

け
て
い
ま
す
。
７
０

年ね
ん

過す

ぎ
て
も
忘わ

す

れ
ま
せ
ん
。

１
０
０
年ね

ん

過す

ぎ
て
も
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　サンパウロ州
しゅう

政
せ い

府
ふ

は１５日
に ち

、新
し ん

型
が た

コロナウイルス予
よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

計
け い

画
か く

に
関
か ん

して、来
ら い

週
しゅう

２２日
に ち

（月
げ つ

）からは
７２～７４歳

さ い

、その次
つ ぎ

の週
しゅう

２９
日
に ち

（月
げ つ

）からは７０～７１歳
さ い

への
接
せ っ

種
し ゅ

を始
は じ

めると公
こ う

表
ひょう

した。
　 すでに１ ５日

に ち

（月
げ つ

） からは、
７５～７９歳

さ い

の接
せ っ

種
し ゅ

が開
か い

始
し

されて
いる。
　 州

しゅう

政
せ い

府
ふ

の 事
じ

前
ぜ ん

登
と う

録
ろ く

サ イト
（https://www.vacinaja.sp.gov.
br/）で必

ひ つ

要
よ う

情
じょう

報
ほ う

を書
か

き込
こ

んだ上
う え

で、最
も

寄
よ

りの保
ほ

健
け ん

所
じ ょ

（ＵＢＳ）や
ドライブスルー形

け い

式
し き

の接
せ っ

種
し ゅ

会
か い

場
じょう

に
行

い

けば、より素
す

早
ば や

い対
た い

応
お う

が期
き

待
た い

で
きるという。

７０歳
さい

以
い

上
じょう

、２９日
にち

に開
かい

始
し

新
し ん

型
が た

コロナワクチン接
せ っ

種
し ゅ

奄
あまみおおしま

美大島がルーツの
文
ふみ

岡
おか

正
まさ

樹
き

新
しん

会
かい

長
ちょう

研
け ん

修
しゅう

訪
ほ う

日
に ち

」に参
さ ん

加
か

し、
鹿

か

児
ご

島
し ま

県
け ん

にも訪
ほ う

問
も ん

した
経
け い

験
け ん

も持
も

つ。
　文

ふ み

岡
お か

さんは「今
い ま

以
い

上
じょう

に県
け ん

人
じ ん

会
か い

に若
わ か

手
て

が集
あ つ

ま
って、老

ろ う に ゃ く な ん に ょ

若男女で盛
も

り
上

あ

げたい。コロナ禍
か

に
負

ま

けないように頑
が ん

張
ば

り
ます！」と意

い

気
き

込
ご

みを
語
か た

る。 文
ふみ

岡
おか

新
しん

会
かい

長
ちょう

お
か
げ
。
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
声こ

え

を

ふ
る
わ
せ
な
が
ら
語か

た

り
、「
文ふ

み

岡お
か

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
頑が

ん

張ば

っ
て
盛も

り

上あ

げ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うに
熱あ

つ

い
エ
ー
ル
を
送お

く

っ

た
。

役や
く

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

が
行お

こ
な
わ
れ

た
。
文ふ

み

岡お
か

正ま
さ

樹き

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
う

率ひ
き

い
る
メ
ン
バ
ー

が
単た

ん

一い
つ
シ
ャ
ッ
パ
で
当と

う

選せ
ん

。
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
う

率ひ
き

い
る

メ
ン
バ
ー
は
３
月が

つ

１

日た
ち

か
ら
活か

つ

動ど
う

を
開か

い

始し

上
うえ

園
ぞの

モニカ前
ぜん

会
かい

長
ちょう

　経
け い

験
け ん

豊
ほ う

富
ふ

な熱
ね つ

意
い

あふれる、文
ふ み

岡
お か

新
し ん

会
か い

長
ちょう

の今
こ ん

後
ご

に大
お お

いに期
き

待
た い

したい。（淀
よ ど

）



統
制
足
か
せ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ま
で
続
く
と
い
う
認
識
を
示

し
た
。
同
社
は
、
同
工
場
で

働
く
従
業
員
数
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

ベ
チ
ン
で
は
、
フ
ィ
ア
ッ
ト

の
作
業
員
の
１
０
％
（
約

６
０
０
人
）
が
、
１
０
日
か

ら
１
０
日
間
の
集
団
休
暇
に

入
る
。
フ
ィ
ア
ッ
ト
工
場
の

３
本
の
製
造
ラ
イ
ン
の
う

ち
、
１
本
の
２
直
が
対
象

だ
。
同
社
は
こ
の
ほ
ど
、
鋼

材
及
び
半
導
体
を
中
心
と
し

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
２
０
２
０
年
に
被
っ
た
経
済
的

損
失
を
埋
め
合
わ
せ
る
２
０
２
１
年
の
経
済
成
長
を
見
る
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

諸
国
で
は
メ
キ
シ
コ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
回
復
状
況
が
最
も
低
い
と
見
ら
れ
る
。

域
内
の
そ
の
他
の
国
と
異
な
り
、
２
０
２
１
年
の
経
済
成
長
が
、
前
年
の
落
ち
込

み
に
対
し
て
相
対
的
に
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る
。

２
０
年
の
落
ち
込
み
大
き
く

な
工
場
が
製
造
ラ
イ
ン
の
停

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
払
底
状

況
の
悪
化
と
い
う
現
状
が
、

業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
悪

化
に
輪
を
か
け
て
い
る
と
指

摘
し
た
。

　

Ｇ
Ｍ
は
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン

デ
・
ド
・
ス
ル
州
グ
ラ
ヴ
ァ

タ
イ
ー
工
場
で
４
月
と
５
月

に
レ
イ
オ
フ
を
通
じ
た
、
一

時
的
な
生
産
活
動
の
休
止
を

予
定
し
て
い
た
。
だ
が
、
８

日
に
同
社
は
、
問
題
が
６
月

　

ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

（
Ｇ
Ｍ
）
の
カ
ル
ロ
ス
・
ザ
ー

レ
ン
ガ
社
長
が
８
日
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対

す
る
悲
観
的
な
観
測
に
、
新

た
な
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
た
。

　

フ
ォ
ー
ド
が
ブ
ラ
ジ
ル
国

内
の
工
場
を
閉
鎖
す
る
と
判

断
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
同

社
長
は
、「
業
界
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
去
る
こ
と
は
、
国
内

へ
の
投
資
の
継
続
が
難
し
い

こ
と
を
示
す
も
の
だ
」
と
コ

メ
ン
ト
。
そ
の
上
で
、
様
々

積
年
の
問
題
を
課
題
に
あ
げ
る

は
５
・
６
％
増
を
見
込
む
が
、

前
年
は
８
％
を
上
回
る
マ
イ

ナ
ス
成
長
だ
っ
た
と
市
場
は

予
想
し
て
い
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
メ
キ
シ

コ
の
２
カ
国
は
ほ
か
に
も
、

国
民
の
貧
困
化
が
２
０
２
０

年
に
大
き
く
進
ん
だ
と
、
国

カルロス・ザーレンガ社長

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
大
統
領
（
左
）

と
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領

メ
キ
シ
コ
で
は
国
民
の
不
信
感

た
同
協
会
に
よ
る
と
、
国
内

の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
量
が
過
去

最
大
と
な
っ
た
の
は
２
０
１ 

７
年
で
２
２
０
０
万
ト
ン
。

こ
の
年
間
消
費
量
は
、
２ 

０
１
９
年
１
１
月
か
ら
２
０ 

２
０
年
１
０
月
の
も
の
で
、

豆
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
を
合
わ

せ
た
数
字
だ
。

　

昨
年
の
消
費
量
か
ら
、
ブ

ラ
ジ
ル
は
引
き
続
き
、
ア
メ

リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の

コ
ー
ヒ
ー
消
費
国
の
タ
イ
ト

ル
を
維
持
し
た
。
ア
メ
リ
カ

市
場
と
ブ
ラ
ジ
ル
市
場
の
差

は
６
０
０
万
ト
ン
だ
。

　

Ａ
ｂ
ｉ
ｃ
の
セ
リ
リ
オ
・

イ
ナ
シ
オ
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ァ

理
事
長
に
よ
る
と
、
２
０
２ 

０
年
の
消
費
の
伸
び
は
、
家

庭
で
の
消
費
が
拡
大
し
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
。「
コ
ー

ヒ
ー
に
は
、
感
傷
的
で
家

庭
的
、
安
心
を
訴
え
る
部
分

が
あ
る
。
人
々
が
家
で
過
ご

す
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、

　

複
数
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は

「
２
０
１
８
年
に
深
刻
化
し

た
状
態
が
続
い
て
い
る
こ

と
」、
メ
キ
シ
コ
で
は
「
景

気
刺
激
策
を
打
ち
出
せ
て
い

な
い
」
こ
と
を
、
不
況
の
理

ＧＭ社長「
最
大
の
問
題
は
コ
ロ
ナ
以
外
」

な
展
開
を
目
指
す
。

　

１
０
年
前
に
国
内
に
進

出
し
た
シ
ー
メ
ン
ス
・
ガ

メ
サ
は
、
風
力
発
電
タ
ー

ビ
ン
の
国
内
市
場
で
第
２
位

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
お
よ

そ
１
７
５
０
台
を
供
給
。
そ

の
発
電
能
力
は
３
・
６
Ｇ
Ｗ

に
相
当
し
、
さ
ら
に
２
・
４

Ｇ
Ｗ
に
相
当
す
る
風
力
発
電

タ
ー
ビ
ン
の
供
給
を
予
定
し

回復最悪はメ国と亜国？２１年
経 済

（３） ２０２１（令和三）年第５６９４号  ３月 １７日 （水曜日）

れ
が
発
生
し
て
い
る
と
発
表

し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
不
足
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
発
生
し
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
の
結
果
だ

が
、
Ｇ
Ｍ
の
ザ
ー
レ
ン
ガ
社

長
は
、
現
時
点
で
業
界
が
抱

え
る
最
大
の
問
題
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
は
な
い
と
話

す
。
む
し
ろ
、
税
制
や
財
政

な
ど
、
以
前
か
ら
ひ
た
す
ら

連
中
南
米
カ
リ
ブ
経
済
委
員

会
（
Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
は
指
摘

す
る
。

　

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が

チ
リ
で
、
２
０
２
０
年
に

６
・
１
％
減
を
記
録
し
た
が
、

２
０
２
１
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
は
６
・
１
％
増
を
見
込

む
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
も
同
様
、

２
０
２
０
年
に
６
・
８
％
減

と
大
き
く
景
気
が
後
退
し
た

も
の
の
、
２
０
２
１
年
は
最

大
で
６
・
７
％
増
の
成
長
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク

ス
銀
行
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
モ
ス
氏
は
、

よ
る
と
、
国
外
市
場
で
の
感

触
は
良
好
だ
と
い
う
。

　

Ｖ
Ｗ
は
既
に
ロ
シ
ア
と
イ

ン
ド
向
け
の
輸
出
を
開
始
し

て
お
り
、タ
オ
ス
の
技
術
は
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
融
合

し
た
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
持
つ
こ
と

か
ら
、「
イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
同
社

が
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
の
工
場
で
開
発
し

Ｖ
Ｗ
が
ブ
ラ
ジ
ル
向
け
新
規
投
資

中
堅
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
タ
オ
ス
」
売
り
出
し

ト
ル
コ
製
鉄
筋
に
注
目

鋼
材
の
供
給
不
足
緩
和
を
目
的
に

か
ら
、
建
設
会
社
は
新
築
物

件
の
リ
リ
ー
ス
を
中
断
し
て

い
る
」
と
い
う
。

　

鉄
筋
の
輸
入
品
は
、
国
産

品
と
比
較
し
て
、
港
湾
で
の

受
け
渡
し
の
価
格
で
最
大

２
５
％
も
割
安
だ
。こ
れ
に
、

場
所
に
よ
る
が
、
工
事
現
場

ま
で
の
物
流
コ
ス
ト
が
加
わ

り
、
そ
の
差
が
や
や
縮
小
さ

れ
る
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
鋼
材

は
、
継
続
的
な
値
上
が
り
に

見
舞
わ
れ
て
き
た
。
ト
ン
当

た
り
の
コ
ス
ト
は
２
０
２
０

年
１
月
か
ら
２
０
２
１
年

３
月
に
か
け
て
１
３
０
％

以
上
も
値
上
げ
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
だ
け
で
も
値
上

が
り
は
３
０
％
だ
」
と
同
会

長
は
言
う
。

　

そ
の
上
で
ジ
ジ
会
長
は
、

「
為
替
変
動
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
輸
入
品
の
方
が
納
期

が
明
確
と
い
う
点
が
あ
る
」

と
強
調
す
る
。
ま
た
、
業
界

は
輸
入
税
の
一
時
的
な
免
税

を
通
じ
て
、
国
際
市
場
か
ら

調
達
を
よ
り
容
易
に
す
べ
く

働
き
か
け
て
い
る
と
い
う
。

税
率
は
現
在
１
２
％
で
、
こ

れ
を
６
カ
月
か
ら
最
大
１
８

カ
月
免
税
と
す
る
方
向
で
連

邦
政
府
と
経
済
省
に
陳
情
し

て
い
る
。

　
　
　
　
（
１
２
日
付
掲
載
）

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
メ
キ
シ

コ
は
、
当
該
国
の
政
治
の
特

殊
性
を
反
映
し
て
い
る
」
と

話
す
。「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

場
合
、
資
本
と
価
格
、
貿
易

の
す
べ
て
に
お
い
て
あ
ら
ゆ

る
統
制
に
縛
ら
れ
て
い
る
の

に
加
え
て
、
巨
額
の
財
政
赤

字
と
高
い
イ
ン
フ
レ
率
、
さ

ら
に
赤
字
を
補
填
す
る
た
め

の
国
債
の
発
行
に
引
き
続
き

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、

に
リ
リ
ー
ス
す
る
。

　

現
在
の
投
資
計
画
は
、ジ
・

シ
社
長
が
既
に
社
長
に
就
任

し
て
い
た
２
０
１
７
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
製
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
完
全
刷
新

を
主
な
目
的
に
掲
げ
て
い

た
。
こ
の
計
画
を
通
じ
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
２
０
モ
デ

ル
が
こ
の
期
間
に
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
。

　

タ
オ
ス
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス

大
都
市
圏
パ
チ
ェ
コ
市
で
製

造
さ
れ
る
。
ジ
・
シ
社
長
に

　

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
・

ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
（
Ｖ
Ｗ
）
の

パ
ブ
ロ
・
ジ
・
シ
・
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
担
当
社
長
に
よ
る

と
、
同
社
は
既
に
、
今
後
４

年
か
ら
５
年
間
の
ブ
ラ
ジ
ル

に
対
す
る
次
期
投
資
計
画
を

策
定
済
み
だ
。

　

７
０
億
レ
ア
ル
を
ブ
ラ
ジ

ル
に
、
８
億
５
千
万
ド
ル
を

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
投
入
し

た
現
在
の
投
資
計
画
の
総
仕

上
げ
と
し
て
、
同
社
は
中
型

Ｓ
Ｕ
Ｖ
の
「
タ
オ
ス
」
を
第

３
四
半
期
（
７
―
９
月
期
）

風
力
発
電
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
望
み

オ
ン
シ
ョ
ア
市
場
に
も
期
待

て
い
る
。

　

世
界
的
に
は
、
供
給
済
み

の
発
電
タ
ー
ビ
ン
は
既
に

９
５
Ｇ
Ｗ
規
模
で
、
洋
上
風

力
発
電
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
世

界
最
大
の
企
業
で
あ
る
。

　
「
当
社
が
希
望
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
複
雑
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
管
理
す
る
能
力
を

備
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
純
粋
な
『
プ

レ
ー
ヤ
ー
』で
あ
る
こ
と
だ
。

長
期
的
に
は
、
当
社
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
国
内
で
の
開

発
生
産
で
別
の
エ
レ
メ
ン
ト

を
付
加
す
べ
く
、
オ
ン
シ
ョ

ア
（
陸
上
）
市
場
に
期
待
し

て
い
る
」
と
、
同
社
の
フ
ェ

リ
ペ
・
フ
ェ
レ
ス
・
ブ
ラ
ジ

ル
統
括
部
長
は
言
う
。

　

同
統
轄
部
長
に
よ
る
と
、

「
オ
ン
シ
ョ
ア
風
力
発
電
も

考
慮
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
は

わ
が
社
が
世
界
で
計
上
す
る

収
入
の
お
よ
そ
１
０
分
の
１

だ
。
こ
の
比
重
は
今
後
上
昇

す
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
市
場
は
、
長
期
的

な
ス
パ
ン
で
成
長
し
て
い
る

か
ら
だ
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
と
は
無
関

係
に
、
長
期
的
に
ブ
ラ
ジ
ル

に
投
資
す
る
戦
略
も
掲
げ
て

い
る
。「
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
当

社
が
意
欲
的
な
成
長
を
期
待

し
、
注
目
す
る
五
つ
の
市
場

の
一
角
を
占
め
る
か
ら
だ
」

と
い
う
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

コ
ー
ヒ
ー
の
消
費
も
増
加
す

る
」
と
い
う
。

　

同
理
事
長
に
よ
る
と
、
国

内
消
費
が
２
０
２
０
年
に
拡

大
す
る
こ
と
は
、
製
品
の
品

質
向
上
を
反
映
し
た
形
で
、

当
初
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。「
業
界
は
、
継

続
的
な
成
長
に
期
待
し
て
い

る
。
も
し
２
０
２
１
年
に
も

同
様
の
伸
び
を
記
録
す
る
な

ら
大
歓
迎
だ
」
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
２
０
２
１
年
に

消
費
が
伸
び
る
か
ど
う
か
は

様
々
な
要
因
が
絡
み
合
う
。

「
厳
し
い
か
じ
取
り
が
迫
ら

れ
る
１
年
で
あ
り
、
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
で
も
あ

る
。
追
加
の
緊
急
所
得
支
援

は
ま
だ
決
定
し
て
お
ら
ず
、

仮
に
こ
れ
が
国
会
で
可
決
し

な
い
な
ら
、
消
費
者
の
可
処

分
所
得
は
減
少
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
関
連
し
た
規
制
で

国
外
の
消
費
が
上
向
く
の
か

ど
う
か
に
も
疑
問
が
残
っ
て

い
る
」
と
い
う
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

コ
ー
ヒ
ー
消
費
が
１
・３
％
増

コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
内
消
費
進
む

て
、
供
給
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
た
。

　

さ
ら
に
１
０
日
に
は
、
ホ

ン
ダ
も
半
導
体
不
足
に
よ

り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
ス
マ

レ
ー
工
場
の
２
直
を
停
止
す

る
。パ
ラ
ナ
州
サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・

ド
ス
・
ピ
ニ
ャ
イ
ス
に
工
場

を
持
つ
ル
ノ
ー
も
、
同
様
に

一
時
的
に
製
造
ラ
イ
ン
を
停

止
す
る
。
数
日
前
に
ア
ジ
ア

か
ら
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
輸

送
す
る
貨
物
船
の
到
着
の
遅

２０年から鋼
材が値上がり
物価とコストに
大きな圧力

周
辺
国
と
比
較
し
て
成
長
が

標
準
的
あ
る
い
は
そ
れ
以
下

に
抑
制
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
つ
な
が
る
」と
い
う
。

　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

エ
コ
ン
ヴ
ュ
ー
ズ
の
ア
ン
ド

レ
ス
・
ボ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
氏

は
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
大
統
領
が
率
い
る

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
が
展
開

し
て
い
る
統
制
経
済
は
、
投

資
家
の
構
想
す
る
シ
ナ
リ
オ

レ
ン
ガ
社
長
は
語
っ
て
い

る
。

　

同
社
長
に
と
っ
て
、
問
題

は
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
全
体
で
、
着
実
な
リ
タ
ー

ン
は
同
一
で
は
な
い
。
為
替

と
経
済
、
政
治
に
大
き
な
変

動
、
ぶ
れ
が
あ
る
」。
た
だ
、

地
域
全
体
の
自
動
車
生
産
の

中
核
拠
点
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

の
だ
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）

発
表
し
た
。

　

国
内
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
量

は
、
２
０
１
８
年
に
４
・
１ 

５
％
減
、
さ
ら
に
２
０
１
９

年
に
０
・
４
９
％
減
と
２
年

連
続
で
落
ち
込
ん
で
い
た
。

　

９
日
に
デ
ー
タ
を
発
表
し

　

ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
コ
ー

ヒ
ー
消
費
量
が
、
２
０
２
０

年
に
前
年
比
１
・
３
４
％
増

と
な
る
２
１
２
０
万
俵
（
１

俵
＝
６
０
キ
ロ
）
を
記
録
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ー
ヒ
ー

工
業
協
会
（
Ａ
ｂ
ｉ
ｃ
）
が

を
悪
化
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
と
話
す
。

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
域
内

の
他
国
に
は
存
在
し
な
い
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、

例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
が
前
に
進

め
て
い
る
よ
う
な
労
働
制
度

改
革
な
ど
の
様
々
な
改
革
の

実
施
計
画
に
遅
れ
が
生
じ
て

い
る
」。

　

メ
キ
シ
コ
の
場
合
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
打
撃
を

　

２
０
２
０
年
に
８
０
％
以

上
も
値
上
が
り
し
た
鉄
鉱
石

を
は
じ
め
、
石
炭
と
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
の
原
料
の
値
上

が
り
、
さ
ら
に
は
鋼
材
の
国

際
相
場
と
為
替
変
動
を
理
由

に
、
鉄
鋼
会
社
各
社
は
販
売

す
る
鋼
材
の
価
格
を
次
々
に

引
き
上
げ
て
き
た
。

　

２
０
２
０
年
第
３
四
半
期

か
ら
値
上
げ
を
続
け
て
き
た

鉄
鋼
会
社
各
社
は
、
製
造
業

と
土
木
建
築
業
、
鋼
材
の
大

手
需
要
家
ら
に
対
し
て
、
再

び
値
上
げ
を
実
施
す
る
と
通

達
し
て
い
る
。

　

自
動
車
と
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、そ
の
他
の
耐
久
消
費
財
、

さ
ら
に
建
材
な
ど
、
大
部
分

の
企
業
が
製
品
価
格
に
こ
れ

を
転
化
す
る
判
断
を
下
し
た

こ
と
で
、
そ
の
影
響
が
消
費

者
物
価
指
数
に
表
れ
始
め
て

き
た
。

　

鉄
鋼
会
社
が
主
張
す
る
こ

れ
ら
の
理
由
に
加
え
、
サ
プ

ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

問
題
が
状
況
の
悪
化
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。
需
要
は
大

き
く
、
在
庫
の
規
模
は
小
さ

い
た
め
、
鉄
鋼
商
社
が
在
庫

を
正
常
化
す
る
ま
で
に
、
今

後
２
カ
月
か
ら
４
カ
月
を
要

す
る
。

　

ゼ
ツ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
財

団
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
研
究
所

（
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
の

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ラ
ガ
氏
に
よ

る
と
、
当
該
月
全
体
を
計
測

す
る
総
合
物
価
指
数
で
あ
る

Ｉ
Ｇ
Ｐ
―
Ｄ
Ｉ
を
構
成
す
る

消
費
者
物
価
指
数（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）

か
ら
白
物
家
電
と
自
動
車
の

価
格
変
動
を
抽
出
す
る
こ
と

で
、
そ
の
影
響
の
最
初
の
動

き
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

だ
と
い
う
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
新
車
の

販
売
価
格
は
、
２
０
２
１
年

２
月
ま
で
の
１
２
カ
月
で

８
・
５
％
値
上
が
り
し
て
お

り
、
そ
の
前
の
１
２
カ
月

の
５
・
４
１
％
を
上
回
る
。

家
電
は
、
同
じ
１
２
カ
月

で
６
・
２
％
値
上
が
り
し
た

が
、
こ
れ
は
主
に
洗
濯
機

（
１
０
・
７
％
増
）
が
牽
引
し

た
。

　
　
　
　
（
１
１
日
付
掲
載
）

　

土
木
建
築
業
界
向
け
の
鋼

材
供
給
不
足
を
緩
和
す
る
た

め
、
一
部
の
企
業
が
、
ト
ル

コ
製
の
鉄
筋
の
輸
入
を
進
め

て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
の

建
設
会
社
を
代
表
す
る
建
築

資
材
調
達
組
合
、
コ
ー
ペ
ル

コ
ン
Ｓ
Ｃ
が
２
０
２
１
年
、

３
隻
の
船
便
で
お
よ
そ
６
万

ト
ン
を
調
達
す
る
。

　

同
組
合
の
ジ
ョ
ゼ
ー
・
シ

ル
ヴ
ィ
オ
・
ジ
ジ
会
長
に
よ

る
と
、納
品
は
５
月
と
９
月
、

１
２
月
を
予
定
す
る
。「
９

州
の
１
２
０
社
が
鋼
材
を
輸

入
し
て
い
る
。
公
共
工
事
を

受
注
し
、
な
ん
ら
か
の
遅
れ

が
生
じ
れ
ば
罰
金
が
発
生
す

る
な
ど
、
工
期
を
履
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
建
設
会
社

も
含
ま
れ
る
。建
築
会
社
は
、

納
入
の
問
題
か
ら
契
約
と
工

事
を
中
断
し
、
新
し
い
分
譲

住
宅
の
新
規
販
売
を
停
止
し

て
い
る
」
と
い
う
。

　

鉄
鋼
会
社
が
提
示
し
て
い

る
最
も
長
い
納
期
は
お
よ
そ

１
２
０
日
で
、
同
会
長
に
よ

る
と
、
こ
う
し
た
事
情
も
輸

入
を
後
押
し
し
て
い
る
と
い

う
。
輸
入
品
は
平
均
９
０
日

で
ブ
ラ
ジ
ル
に
到
着
す
る
た

め
だ
。「
鉄
鋼
各
社
の
納
期

が
こ
の
期
間
で
あ
り
、
し
か

も
価
格
に
保
証
が
な
い
。
こ

う
し
た
先
行
き
の
不
透
明
感

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
集
合
型
発

電
所
や
洋
上
風
力
発
電
所
、

グ
リ
ー
ン
水
素
の
よ
う
な
セ

グ
メ
ン
ト
向
け
の
製
品
お
よ

び
ソ
ル
ー
シ
ョ
ン
の
大
規
模

　

シ
ー
メ
ン
ス
・
ガ
メ
サ
が
、

「
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で

事
業
を
成
長
さ
せ
る
余
地
が

あ
る
」と
受
け
止
め
て
い
る
。

議
論
し
続
け
て
い
る

問
題
に
よ
り
、
発
展

が
阻
害
さ
れ
て
い
る

と
見
て
い
る
。 

「
こ

れ
ら
の
問
題
に
関
し

て
、
い
っ
た
い
何
年

を
費
や
し
、
な
お
話

し
合
い
を
続
け
て
い

る
の
だ
」
と
、
ザ
ー

シーメンス
ガ メ サ

由
の
ひ
と
つ
に
挙
げ

て
い
る
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

２
０
２
０
年
に
５
・

０
％
減
を
記
録
し
た

が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
各
社
は
、

２
０
２
１
年
に
６
・

８
％
増
の
成
長
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は

２
０
２
１
年
に
６
・

２
％
増
の
成
長
が

見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
２
０
２
０
年
は

１
０
・
０
％
減
と
大

き
な
落
ち
込
み
を
記

録
し
た
。
メ
キ
シ

緩
和
す
る
景
気
刺
激
策
を
欠

き
、
民
間
か
ら
は
ア
ン
ド
レ

ス
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ペ
ス
・

オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領
が
率

い
る
政
府
へ
の
不
信
感
が
あ

る
た
め
に
、
経
済
回
復
の
足

取
り
が
緩
や
か
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
、
ラ
モ
ス
氏

は
指
摘
す
る
。「
同
国
の
景

気
刺
激
策
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
の
他
の
国
々
と
比
較
し

て
、規
模
が
非
常
に
小
さ
い
。

同
様
に
、
国
内
市
場
の
環
境

は
、
同
大
統
領
下
が
牽
引
し

よ
う
と
し
て
い
る
経
済
の
方

向
性
に
対
す
る
不
信
感
が
あ

る
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）

た
。

　

同
工
場
は
、
ス
タ
ジ
オ
と

し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
こ
の

ス
ペ
ー
ス
は
今
後
、
同
社
が

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

対
す
る
新
製
品
の
プ
レ
発
表

と
い
っ
た
ス
ペ
ー
ス
に
利
用

す
る
。

　

ジ
・
シ
社
長
は
９
日
、
タ

オ
ス
を
近
隣
諸
国
と
カ
リ
ブ

海
諸
国
に
輸
出
す
る
と
い
う

構
想
を
語
り
つ
つ
、
同
車
の

周
り
を
歩
い
た
。同
社
長
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

が
直
面
し
て
い
る
ド
ル
高
レ

ア
ル
安
と
い
う
状
況
を
克
服

す
る
唯
一
の
道
が
輸
出
だ
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
（
１
１
日
付
掲
載
）

コ
の
場
合
も
、
２
０
２
１
年



カ
ン
ベ　

湯
山
洋

若
鶏
い
つ
の
ま
に
や
ら
子
連
れ
鶏
バ
ナ
ナ
の
蔭
に
ピ

ヨ
ピ
ヨ
と
聞
く

朝
露
に
濡
れ
て
震
え
る
ピ
ン
チ
ン
ニ
オ
子
供
の
膝

で
居
眠
り
を
す
る

ブ
ラ
ー
バ
な
子
連
れ
の
鶏
の
居
る
庭
は
犬
も
子
供

も
遠
回
り
す
る

雄
鶏
が
餌
を
拾
っ
て
雌
を
呼
ぶ
ヒ
ヨ
コ
も
走
る
長

閑
な
庭
先

何
年
も
我
家
を
扶
け
し
鶏
に
供
養
を
感
謝
の
南
無

阿
弥
陀
仏

ポ
ン
を
焼
き
フ
ラ
ン
ゴ
焼
い
た
山
の
家
見
る
も
楽

し
い
子
等
の
食
欲

寒
き
夜
の
具
沢
山
の
鶏
ス
ー
プ
親
も
子
供
も
汗
を

光
ら
す

子
供
等
と
鶏
談
義
に
花
が
咲
き
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
も

今
夜
は
美
味
し
い

放
鶏
の
味
を
知
っ
て
る
子
供
達
山
家
に
戻
れ
と
親

を
く
す
ぐ
る

我
が
家
で
は
今
雌
鶏
が
時
を
告
ぐ
御
飯
で
す
よ
御

風
呂
で
す
よ
と

趣
味
は
鶏
赤
鶏
黒
鶏
斑
鶏
首
の
禿
げ
た
の
尻
尾
の

な
い
も
の

美
味
し
い
金
色
赤
尾
の
大
雄
鶏
東
天
紅
と
自
慢
の

時
告
ぐ

生
意
気
な
矮
鶏
雌
鶏
に
跳
び
乗
れ
ど
サ
イ
ズ
が
合

わ
ず
い
つ
も
不
首
尾
に

首
伸
ば
し
辺
り
を
睥
睨
す
る
軍
鶏
は
喧
嘩
強
く
も

雌
に
は
弱
い

雄
鶏
は
雌
に
囲
ま
れ
時
を
告
ぐ
尾
羽
打
ち
枯
れ
し

た
爺
の
鼻
も

「
評
」
農
村
に
住
み
つ
き
、
鶏
を
飼
い
子
供
を

育
て
あ
げ
た
湯
山
氏
の
揺
る
が
ぬ
信
念
か
ら
読

ま
れ
た
短
歌
作
品
十
五
首
の
中
か
ら
、
小
生
の

心
を
特
に
と
ら
へ
て
離
れ
な
い
秀
歌
。デ
リ
ケ
ー

ト
な
着
眼
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
詩
心
を
感
じ

る
。

マ
リ
リ
ア　

梅
崎
嘉
明

も
う
少
し
生
き
ま
し
ょ
う
よ
と
別
れ
た
る
広
田
ゆ

き
去
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中

コ
ロ
ナ
禍
で
死
に
た
く
な
し
と
詩
作
せ
し
大
浦
文

雄
同
病
で
逝
く

こ
の
星
に
人
口
増
加
は
不
自
然
と
変
病
に
よ
り
淘

汰
さ
る
ら
し

鶏
豚
も
多
量
飼
育
の
つ
づ
く
時
疫
病
は
発
生
飼
主

が
淘
汰

コ
ロ
ナ
禍
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
こ
の
一
年
足
の
弱
り

を
己
意
識
す

「
評
」
梅
崎
大
人
と
も
久
し
く
会
へ
な
い
氏
も

娘
の
所
に
避
難
さ
れ
マ
リ
リ
ア
に
お
ら
れ
る
。

小
生
も
三
女
の
所
に
避
難
し
て
の
べ
一
年
近
い
。

自
然
詠
の
氏
の
根
気
に
は
遠
く
お
よ
ば
な
い
。

年
齢
も
十
歳
年
上
と
言
わ
れ
る
。
百
ま
で
見
せ

て
く
だ
さ
い
。

サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ　

宮
城
あ
き
ら

大
量
の
力
士
休
場
白
鴎
も
感
染
拡
大
苦
渋
の
初
場
所

初
場
所
の
行
方
如
何
に
か
初
日
か
ら
綱
取
り
候
補 （617）

上
妻
博
彦 

選
ま
さ
か
の
黒
星

貴
景
勝
気
負
い
先
立
ち
足
で
ず
崩
れ
し
儘
に
首
か

し
げ
お
り

大
栄
翔
突
き
押
し
冴
え
て
大
関
も
関
脇
小
結
並
べ

て
撃
破
（
た
お
せ
）
り

初
場
所
に
伏
兵
あ
る
を
誰
も
予
測（
し
ら
）ず
黙
々

と
技
を
み
が
き
し
力
士

大
栄
翔
出
足
鋭
く
突
き
連
発
コ
ロ
ナ
禍
の
世
に
活

入
れ
る
ご
と

あ
れ
に
荒
れ
平
幕
筆
頭
大
栄
翔
番
狂
わ
せ
の
賜
杯

握
り
し
む

「
評
」
こ
の
コ
ロ
ナ
の
時
に
足
腰
さ
す
っ
て
い
る

小
生
に
大
栄
翔
の
一
喝
を
賜
り
た
い
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

朝
三
時
バ
イ
ク
の
音
に
目
覚
め
た
り
新
聞
配
達
投

げ
い
れ
て
く
れ
る

早
朝
に
「
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
」
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

二
度
目
を
受
け
て
安
心
・
感
謝
す

純
白
の
気
高
き
花
の
胡
蝶
蘭
ひ
っ
そ
り
咲
け
る
を

庭
先
に
出
す

一
本
の
ル
ッ
コ
ラ
（
サ
ラ
ダ
菜
）
伸
び
て
一
メ
ー
ト

ル
に
ど
こ
ま
で
伸
び
る
か
見
も
の
と
は
な
る

「
旅
ラ
ン
」
の
番
組
で
見
る
新
宿
は
記
者
と
し
通
い

し
思
い
出
の
町

「
注
」
か
つ
て
新
聞
の
編
集
者
の
原
稿
は
有
難

い
。
誠
に
有
難
い
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
先
ず
、

小
生
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
時
代
か
ら
そ
の
機

器
と
音
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
こ
ん
な
便
利

な
物
が
と
思
う
と
気
が
重
か
っ
た
。
携
帯
電
話

の
昔
か
ら
発
信
受
信
以
外
い
じ
ら
な
か
っ
た
。

日
本
語
不
自
由
の
長
女
か
ら
送
ら
れ
た
内
容

を
三
女
が
受
信
し
、
小
生
が
整
理
し
て
編
集

者
に
再
発
送
す
る
。
最
近
、
物
忘
れ
や
乱
視

が
急
速
な
選
者
に
誠
に
有
難
い
原
稿
で
あ
る
。

（
歌
詠
み
の
根
性
の
ほ
ど
の
さ
み
し
さ
よ
各
が

歌
読
み
人
の
歌
読
ま
ず
）

〈
小
生
の
歌
の
師
が
２
０
代
後
半
の
作
〉

サ
ン
パ
ウ
ロ　

安
中
攻

生
き
る
と
は
か
ほ
そ
い
願
い
そ
れ
さ
え
も
払
拭
出

来
ず
儚
さ
残
る

「
お
目
出
度
う
」
新
年
担
任
共
々
の
少
し
や
つ
れ

た
妻
は
微
笑
む

う
と
う
と
と
眠
れ
ぬ
ま
ま
の
独
り
居
に
鳴
ら
ぬ
受

話
器
を
気
に
し
見
て
を
り

見
上
げ
お
る
雲
の
動
き
の
慌
し
夜
を
待
た
ず
に
雨

に
な
る
ら
し

遠
く
よ
り
近
づ
く
気
配
雨
の
音
昨
夜
の
夢
の
つ
づ

き
見
た
し

連
日
の
暑
さ
の
た
め
か
食
欲
が
な
く
て
ひ
と
り
で

ソ
ー
メ
ン
つ
く
る

サ
ウ
ー
デ
の
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
ル
マ
近
頃
は
常
連
と
な

り
今
日
も
立
ち
寄
る

あ
れ
こ
れ
と
短
歌
づ
く
り
に
没
頭
し
気
付
け
ば
刻

は
夜
中
す
ぎ
な
り

若
い
頃
や
り
た
か
っ
た
が
出
来
ぬ
ま
ま
過
ご
せ
し
こ

と
を
悔
い
て
老
い
づ
く

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
低
く
落
と
し
て
聞
く
演
歌
深
夜
の

我
に
残
さ
れ
し
刻

一
滴
も
飲
め
ぬ
酒
と
て
演
歌
で
は
以
外
と
多
い
吾

の
持
ち
歌

月
夜
な
ら
も
っ
と
歩
い
て
帰
り
た
い
時
代
変
わ
り
て

今
は
無
理
か
も

月
見
れ
ば
「
大
利
根
月
夜
」
口
ず
さ
む
戦
前
生
ま

れ
ま
だ
こ
こ
に
お
り

津
軽
で
は
な
け
れ
ど
我
の
ふ
る
さ
と
は
リ
ン
ゴ
の
実

る
雪
の
里
な
り

切
る
こ
と
に
た
め
ら
い
な
が
ら
剪
定
し
狭
庭
の

木
々
の
か
た
ち
整
う

三
日
前
ま
で
の
古
新
聞
丸
め
持
ち
バ
ー
ル
の
す
み

で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

「
評
」
い
つ
も
の
様
に
整
理
さ
れ
た
一
連
、
こ
の

ま
ま
一
括
発
表
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

宮
城
あ
き
ら

新
た
な
る
変
異
種
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
現
れ
て
ど
ん
よ

り
曇
る
夕
暮
れ
の
ニ
ュ
ー
ス

年
明
け
て
も
感
染
加
速
死
者
二
十
万
ブ
ラ
ジ
ル
の

行
方
予
測
も
つ
か
ず

歳
末
も
元
気
な
歌
友
が
突
然
に
訃
報
の
知
ら
せ
呆

然
の
朝

い
ま
だ
に
も
マ
ス
ク
付
け
ず
に
雑
踏
（
み
ち
）
を

ゆ
く
人
ら
多
し
も
感
染
の
闇

無
知
ゆ
え
か
横
着
の
様
か
マ
ス
ク
せ
ず
感
染
拡
大

死
者
が
増
え
ゆ
く

よ
う
や
く
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
始
ま
り
ぬ
効
果
の
程

を
切
に
ぞ
願
う

「
評
」
小
生
は
い
の
一
番
ぐ
ら
い
に
中
国
製
の
ワ

ク
チ
ン
を
何
故
か
し
ら
ぬ
が
刺
さ
れ
た
。
ぢ
っ

と
見
つ
め
て
居
た
先
端
ま
で
無
駄
な
く
残
さ
ず

注
入
す
る
注
射
器
だ
っ
た
。
有
難
い
話
で
あ
る
。

グ
ワ
ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井
エ
ミ
子

笛
吹
い
て
刃
物
研
ぐ
男
（
ひ
と
）
寡
黙
な
り
出
稼

ぎ
の
妻
今
だ
帰
ら
ず

お
母
さ
ん
ザ
ク
ロ
の
花
落
ち
青
い
実
の
そ
ろ
り
ん

秋
が
覗
い
て
い
ま
す

湖
は
雲
待
ち
し
た
る
空
映
え
し
カ
ン
タ
レ
ー
ラ
は

も
う
秋
の
顔

さ
み
し
さ
の
居
座
る
向
こ
う
ふ
る
さ
と
の
桜
花
真
っ

白
に
輝
き
お
り
ぬ

い
つ
ま
で
も
卒
業
出
来
ぬ
厨
事
窓
に
張
り
つ
く
や

も
り
の
重
さ

「
評
」
三
、四
首
新
し
い
短
歌
を
め
ざ
す
氏
の
秀

歌
。
十
ヶ
月
姉
だ
っ
た
小
生
の
妻
も
逝
っ
て
決

し
て
帰
ら
な
い
。
子
供
た
ち
も
な
に
か
の
時
、

母
親
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
。
父
親
に
冗
談
で

も
い
い
か
ら
聞
か
な
い
の
が
実
に
さ
み
し
い
。

六
人
と
も
皆
元
気
で
育
っ
て
く
れ
た
の
に
で
あ

る
。

ポ
ン
ペ
イ
ア　

須
賀
得
司

街
で
逢
ふ
好
青
年
の
深
き
笑
み
吾
は
知
ら
ず
も
孫

の
ア
ミ
ー
ゴ

孫
子
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
と
け
込
み
て
街
で
あ

ち
こ
ちSUGA

の
看
板

移
住
し
て
六
十
年
の
歳
月
は
昭
和
ひ
と
ケ
タ
日
々

に
遠
の
く

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
ス
ー
チ
ン
監
禁
の
長
引
く
と
少

年
時
代
の
軍
国
主
義
よ
ぎ
る

七
坂
を
越
え
て
い
ま
在
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
文
芸
の
余

生
賜
り
平
和
な
暮
ら
し

「
評
」
須
賀
氏
と
は
互
い
に
昭
和
一
桁
ブ
ラ
ジ
ル

に
は
っ
き
り
去
っ
て
八
十
年
十
一
月
二
十
四
日

生
。
私
の
子
は
長
女
の
み
日
本
生
ま
れ
で
、
次

女
三
女
と
男
子
三
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
。
四

年
前
妻
に
先
立
た
れ
、
小
生
い
よ
い
よ
呆
け
気

分
。
実
作
を
止
め
て
十
年
近
い
。
ニ
ッ
ケ
イ
歌

壇
の
選
者
を
し
て
二
十
年
越
す
。
選
者
交
代
前

に
七
〜
八
人
に
願
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
れ
な
い
。

こ
の
筆
跡
を
ご
覧
じ
ろ
。

サ
ン
ジ
ョ
ゼ
ド
ス
カ
ン
ポ
ス　

藤
島
一
雄

春
告
げ
る
選
抜
野
球
若
き
ら
の
快
投
快
打
に
甲
子

園
沸
く

本
命
の
力
士
不
在
の
大
相
撲
賜
杯
奪
取
の
混
戦
つ

づ
く

同
船
者
で
亜
国
の
ラ
プ
ラ
タ
日
報
に
勤
め
し
崎
原

逝
き
て
三
と
と
せ

土
佐
名
所
桂
浜
の
龍
馬
像
海
原
見
据
え
悠
然
と
立
つ

「
評
」
こ
こ
二
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
的
蔓
延

で
そ
の
た
め
の
影
響
に
よ
り
混
雑
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
人
の
作
品
は
こ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も

整
然
と
し
た
作
品
の
方
向
を
模
索
す
る
姿
勢
が

見
ら
れ
る
。

ソ
ロ
カ
バ　

新
島
新

飛
ぶ
鳥
の
色
も
分
か
ら
ぬ
未
明
に
起
き
出
し
て
コ

ン
ド
ミ
ニ
オ
を
一
巡
り

然
り
気
な
く
レ
ン
ソ
を
出
し
て
靴
の
汚
れ
拭
け
ば

靴
み
が
き
し
た
頃
が
ふ
と

ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
の
様
に
昇
級
は
そ
う
簡

単
に
は
ゆ
か
ぬ
も
の
ら
し

何
処
ま
で
も
澄
み
き
っ
た
る
秋
空
に
イ
パ
ネ
ー
マ
の

稜
線
く
っ
き
り
と
し
て

中
国
製
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
高
齢
者
実
験
台
に
な

る
事
に
す
る

「
評
」
実
験
台
に
は
率
先
し
て
な
る
こ
と
こ
れ

が
世
の
為
、
人
の
為
と
小
生
は
二
月
に
済
ま
し

た
。
次
は
三
月
に
予
定
さ
れ
た
が
少
々
変
更
が

あ
り
三
月
中
旬
に
な
る
と
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
し

て
は
至
っ
て
順
調
。
こ
う
し
た
作
者
が
出
来
３

人
。
一
献
を
早
に
召
上
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
。

ソ
ロ
カ
バ　

新
島
新

卒
寿
を
迎
う
コ
チ
ア
青
年
鍛
え
く
れ
し
パ
ト
ロ
ン
へ

の
恩
を
決
し
て
忘
れ
ず

詩
話
会
便
り
と
う
詩
集
話
む
詩
の
世
界
に
誘
わ
れ

ゆ
く

〆
切
ち
か
ず
け
ば
夢
に
ま
で
見
る
詩
歌
起
き
出
し

書
こ
う
と
す
る
も

周
囲
を
堀
で
囲
ま
れ
し
村
役
場
三
方
向
に
出
入
口

設
け

こ
の
度
の
森
会
長
の
発
言
は
関
係
な
く
も
糞
っ
ぱ

ら
が
立
つ

「
評
」
政
治
家
は
落
ち
着
い
た
物
言
い
が
一
番

だ
が
、
奥
様
を
大
事
に
さ
れ
る
新
島
氏
が
腹
を

立
て
る
の
も
無
理
が
な
い
。
小
生
の
想
像
で
は

元
森
総
理
の
計
算
通
り
に
事
は
運
び
、
大
鼾
で

寝
て
い
る
事
だ
ろ
う
。パ

ラ
ナ
グ
ア
イ
ラ　

影
山
孝

わ
が
殿
よ
金
よ
り
命
が
大
事
で
す
ふ
ざ
け
な
い
で

さ
コ
ロ
ナ
退
治
に

金
よ
り
も
重
い
命
を
も
て
あ
そ
ぶ
若
者
た
ち
と
国

の
未
来
は

犬
ネ
コ
や
亀
ま
で
す
て
る
フ
ェ
リ
ア
ド
ン（
大
休
日
）

う
ち
の
畑
を
捨
場
に
す
る
な

日
本
人
白
寿
に
近
い
が
自
転
車
で
い
つ
も
フ
ェ
イ
ラ

で
豆
腐
買
い
行
く
（
シ
ツ
チ
ヨ
か
ら
の
来
る
）

ヴ
ァ
シ
ー
ナ
は
喧
嘩
の
道
具
政
治
家
は
何
を
や
っ
て

る
コ
ロ
ナ
さ
て
お
き

「
評
」
痛
烈
な
お
叱
り
、
時
が
と
き
だ
。
こ
の

人
の
知
人
自
転
車
で
シ
ツ
チ
ヨ
か
ら
好
き
な
豆

腐
を
買
い
に
行
く
の
だ
。
フ
ェ
リ
ア
ド
ン
楽
し

み
な
畠
を
捨
て
場
に
す
る
な
。
日
本
人
の
ポ

エ
ジ
イ
ア
た
ま
に
は
こ
の
五
首
ぐ
ら
い
ポ
ル
ト

ゲ
ー
ス
に
し
て
見
て
は
。
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

は
い
な
い
か
、
新
聞
に
。

■ 

塔
（
三
月
）

雨
あ
が
り
バ
イ
ク
一
台
ま
っ
す
ぐ
に
闇
の
世
界
を
つ

ん
ざ
き
走
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
　
く
に

四
六
時
中
だ
れ
か
が
さ
わ
ぐ
ア
パ
ー
ト
に
す
ま
う

娘
の
我
慢
は
限
界　
　
　
　
　
　
　

山
本
　
康
子

く
ね
く
ね
と
前
に
後
ろ
に
う
ご
き
つ
つ
位
置
に
つ
き

た
り
蛇
腹
の
バ
ス
が　
　
　
　
　
　

滝
　
友
梨
香 

こ
の
足
の
い
ゆ
れ
ば
ま
ず
は
萌
え
い
で
し
草
ふ
み
し

め
て
歩
ま
ん
も
の
を　
　
　
　
　
　

山
川
　
知
子

窓
に
よ
り
空
を
み
あ
げ
た
午
後
三
時
テ
レ
ビ
を
け

せ
ば
止
む
雷
雨
な
り　
　
　
　
　
　

大
根
　
海
流

金
雨
蘭
の
時
を
た
が
え
ず
咲
き
か
お
り
庭
を
て
ら

し
ぬ
コ
ロ
ナ
の
中
を　
　
　
　
　
　

神
林
　
義
明

ま
た
い
つ
か
会
え
る
の
ぞ
み
を
両
の
手
に
力
を
こ
め

て
あ
の
日
別
れ
き　
　
　
　
　
　
　

後
藤
　
弥
生

チ
チ
と
鳴
く
ブ
ラ
ジ
ル
雀
小
粒
な
り
さ
れ
ど
ベ
ン

チ
に
胸
張
る
り
い
た
り　
　
　
　
　
　

山
上
　
元

幼
ら
の
昨
夜
（
ゆ
う
べ
）
帰
り
て
日
常
を
取
り
戻

し
た
り
犬
も
我
ら
も　
　
　
　
　
　
　

沼
　
寛
子

苦
情
言
う
娘
に
ヤ
ク
ザ
な
声
あ
げ
て
ど
な
り
ま
く

る
は
管
理
者
な
る
と　
　
　
　
　
　

流
　
千
　
里

と
ん
と
ん
と
軽
く
歩
い
て
店
に
着
き
こ
ろ
り
ん
こ
ろ

ん
で
舞
台
が
変
わ
る　
　
　
　
　
　

藤
重
　
昌
子

ま
だ
み
ど
り
の
ピ
ン
ポ
ン
大
の
リ
ン
ゴ
二
ケ
大
き

く
な
る
か
紅
く
も
な
る
か　
　
　

滝
谷
　
ひ
さ
子

日
に
三
度
二
〇
年
う
つ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン　
メ
タ
ボ
の

腹
に
ス
ミ
レ
の
花
が　
　
　
　
　
　
　

武
井
　
貢

葉
を
食
い
し
い
も
虫
ど
こ
か
へ
去
り
ゆ
け
り
蝶
々
に

な
っ
て
戻
っ
て
お
い
で　
　
　
　
　

三
好
　
弥
栄

吾
が
裡
の
鬼
が
と
き
お
り
眼
を
さ
ま
し
た
い
ま
つ

片
手
に
ふ
っ
と
煙
を　
　
　
　
　
　
　

夏
　
笑
子

い
つ
も
よ
り
美
味
し
く
で
き
た
す
き
焼
き
の
匂
い

も
う
れ
し
い
夕
食
な
り
ぬ　
　
　

五
木
田
　
洋
子

意
味
も
な
く
歯
を
剥
き
わ
ら
う
政
治
家
の
顔
を
か

な
し
む
同
胞
と
し
て　
　
　
　
　
　

三
　
茄
　
女

夕
焼
け
の
茜
色
に
は
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て

重
そ
う
に
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
い
つ
き
　
紫
煙

し
だ
の
芽
や
ぜ
ん
ま
い
の
芽
や
わ
ら
び
の
芽
ほ
ぐ

れ
ほ
ぐ
れ
て
春
は
ほ
ぐ
る
る　
　
　

野
口
　
民
恵

■
塔
歌
会
期

使
っ
て
み
た
い
「
数
の
多
い
こ
と
を
表
す
」
こ
と
ば

や
ま
と
歌
は　

人
の
心
を
種
と
し
て　

よ
ろ
づ
の

言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
今
和
歌
集
』　

仮
名
序

　
「
よ
ろ
づ
」

　

紀
貫
之
が
記
し
た
有
名
な
文
章
で
「
和
歌
は
、

人
の
心
を
も
と
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
よ
ろ
づ
」

は
漢
字
で
書
け
ば
、「
万
」。「
数
の
多
い
こ
と
」
と

と
も
に
種
類
が
多
い
こ
と
も
表
し
ま
す
。

ち
よ
ろ
づ
の
金
皷
う
つ
な
り
冬
の
海　

北
陸
道
を

取
ら
む
と
す
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子
『
夢
之
華
』

　
「
ち
よ
ろ
づ
」

　
「
千
」
と
「
万
」
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
。「
金

皷
」
と
は
陣
中
の
号
令
に
用
い
ら
れ
た
陣
太
鼓
の

こ
と
で
す
。「
ち
よ
ろ
づ
」
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大

ニッケイ歌壇
送り先
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ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

上
妻
博
彦
選 

第
三
水
曜

読
者
文
芸
投
稿
募
集

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
「
読
者
文
芸

欄
」
係
ま
で
。

Ｅ
メ
ー
ル
：bunguei.nk @gmail.com

パ
ラ
ナ
州
グ
ア
イ
ラ　

影
山
孝

伯
人
は
か
く
れ
お
祭
り
ド
ン
ド
ン
ド
ン
コ
ロ
ナ
禍

あ
お
り
大
騒
ぎ
す
る

カ
ナ
リ
ア
の
悲
鳴
に
枝
を
見
上
ぐ
れ
ば
青
大
将
が

雛
を
含
み
い
る

長
旱
喜
雨
が
来
た
ぞ
喜
べ
ば
集
中
豪
雨
毎
日
の
ご
と

新
井
戸
を
掘
っ
て
旱
に
立
ち
向
か
う
八
十
路
の
我

ら
ま
だ
ま
だ
よ

十
年
後
実
る
果
樹
植
え
ふ
と
思
う
こ
れ
は
土
産
に

置
い
て
行
く
か
も

「
評
」
影
山
氏
の
前
作
品
に
比
べ
る
と
少
々
安

堵
す
る
が
四
、五
句
に
は
意
外
な
比
喩
が
あ
っ

た
り
し
て
そ
う
し
た
事
も
出
来
る
作
者
で
あ

る
。

ピ
ラ
シ
カ
ー
バ　

鈴
木
八
重
子

何
億
キ
ロ
も
飛
び
し
「
は
や
ぶ
さ
」
大
気
圏
に
入

り
も
せ
ず
に
又
も
宇
宙
へ

昼
食
を
横
に
テ
レ
ビ
に
注
目
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

皆
皆
既
日
食

十
歳
の
孫
が
ス
マ
ホ
を
あ
け
て
く
れ
る
そ
こ
は
豊
な

情
報
の
泉

忙
し
い
中
か
ら
ス
マ
ホ
あ
け
て
く
れ
る
息
子
の
指

は
魔
法
の
指
か

コ
ロ
ナ
禍
を
逆
手
に
取
っ
て
商
売
を
繁
盛
と
聞
く

世
の
中
さ
ま
ざ
ま

「
評
」
一
首
目
、
四・
五
、六
句
の
宇
宙
へ
の
逆

も
ど
り
し
た
わ
け
は
迂
闊
に
も
知
ら
な
い
。
地

球
へ
の
大
切
な
情
報
を
採
集
し
て
い
て
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
地
球
を
さ
け
た
だ
と
す
れ
ば
い
よ

い
よ
関
心
が
深
ま
る
。サ

ン
マ
テ
ウ
ス　

松
本
正
雄

こ
の
コ
ロ
ナ
力
を
増
し
て
襲
い
く
る
更
な
る
英
知
力

合
わ
せ
て

人
類
の
更
な
る
悪
事
阻
止
せ
ん
と
地
球
の
怒
り
が

災
い
招
く

コ
ロ
ナ
去
り
次
に
襲
う
は
天
災
か
地
震
津
波
と
豪

雨
に
噴
火

今
の
世
は
コ
ロ
ナ
に
並
ぶ
死
者
あ
ま
た
事
故
殺
人

に
テ
ロ
に
自
殺
と

こ
の
漢
字
女
性
差
別
と
言
い
張
る
か
女
性
三
人
寄

れ
ば
姦
（
か
し
ま
し
）

「
評
」
も
し
も
小
生
が
実
作
を
続
け
て
い
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
様
な
作
品
を
詠
ん
で
い
た
か
も

知
れ
な
い
と
思
う
と
痛
快
に
な
る
。
人
類
が
自

然
崇
拝
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

イ
ン
ダ
イ
ア
・
ツ
ー
バ
　
大
志
田
良
子

ビ
ル
の
灯
が
ひ
と
つ
消
え
ま
た
二
つ
消
え
暗
く
な
り

ゆ
き
て
眠
り
に
つ
き
る

映
像
を
見
た
故
里
は
銀
世
界
脳
裏
に
浮
ぶ
童
の
頃
が

色
々
と
奇
妙
な
病
気
も
あ
る
も
の
と
吾
が
右
の
手

の
シ
ビ
レ
止
ら
ず

コ
ロ
ナ
に
は
関
係
な
し
と
医
者
の
言
う
痛
み
の
な

さ
が
何
よ
り
の
幸

電
話
ま
で
補
聴
器
か
け
て
聞
き
と
れ
ず
く
り
か
へ

し
聞
け
ば
無
言
な
る
行

「
評
」
大
志
田
氏
の
作
が
こ
の
ご
ろ
深
み
を
お

び
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
何
か
し
ら
、

ワ
ク
チ
ン
手
奪
戦
の
様
相
を
態
て
来
た
様
に
東

西
が
見
え
る
時
、
ビ
ル
街
の
灯
の
消
へ
る
の
を

見
な
が
ら
眠
り
に
つ
く
な
ど
二
首
三
首
四
首
の

曖
昧
な
表
現
な
ど
気
に
か
け
な
が
ら
こ
ち
ら
も

眠
り
に
つ
く
の
で
あ
る
。

き
い
語
と
荒
々
し
い
冬
の
海
の
風
景
と
が
噛
み
合
っ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
八
百
」
と
「
万
」
を
組
み
合
わ
せ

た
「
八
百
万
」
は
「
八
百
万
の
神
」
と
い
う
表
現

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

渋
民
を
出
で
て
か
へ
ら
ぬ
一
人
あ
り
ひ
ば
の
木
に

降
り
し
百
た
び
の
雪　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
崎
驍
二『
百
た
び
の
雪
』

　
「
百
」

　
「
も
も
」
と
読
み
ま
す
。
実
数
の
百
と
い
う
よ

り
も
「
数
の
多
い
こ
と
」
を
比
喩
的
に
表
し
ま
す
。

啄
木
が
故
郷
を
離
れ
て
か
ら
、
ひ
ば
の
木
に
何
度

も
降
っ
た
雪
に
想
い
を
馳
せ
る
作
者
。「
一
人
」と「
百

た
び
」
が
対
比
的
に
歌
わ
れ
、「
百
」
と
い
う
や
わ

ら
か
い
文
語
の
響
き
が
効
い
て
い
ま
す
。

　

昔
、
こ
の
地
に
「
誰
一
人
解
せ
ぬ
歌
を
作
る
な
」

と
い
っ
た
教
え
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
現
在
日
本
で

は
こ
の
よ
う
に
教
え
て
い
ま
す
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
あ
ま
た
載
せ
ら
れ
い
し
頃
の

弁
当
箱
の
ア
ル
ミ
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　

永
田
和
弘
『
百
万
遍
界
隅
』

　
「
あ
ま
た
」

　

漢
字
で
書
く
と
、「
数
多
」。
文
字
通
り
「
数
の

多
い
こ
と
」
を
表
し
ま
す
。
い
ま
で
も
「
引
く
手

あ
ま
た
」
と
い
っ
た
表
現
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
な
か
っ
た
時
代
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に

た
く
さ
ん
の
弁
当
箱
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
頃
を
懐

か
し
く
想
い
出
す
作
者
。「
あ
ま
た
」と「
ア
ル
ミ
」

二
つ
の
「
あ
」
音
が
響
き
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
月
を
椿
こ
こ
だ
く
咲
き
ゐ
た
り
千
樫
が
生

家
の
井
の
湧
く
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
布
見
子『
山
辺
の
里
』

　
「
こ
こ
だ
く
」

　
「
幾
許
」
と
書
き
、『
万
葉
集
』
に
も
出
て
く
る

古
い
言
葉
で
す
。「
こ
こ
だ
」「
こ
こ
ば
く
」「
こ
こ
ら
」

と
も
い
い
ま
す
。
大
正
期
に
活
躍
し
た
歌
人
小
泉

千
樫
の
生
家
の
井
戸
が
湧
く
と
こ
ろ
に
数
多
く
咲

く
椿
の
花
。

　
「
こ
こ
だ
く
」
と
い
う
文
字
が
千
樫
の
落
ち
着
い

た
作
風
と
相
ま
っ
て
味
わ
い
深
い
一
首
に
な
っ
て
い

ま
す
。



（５）　　　　　　　　　第５６９４号 ２０２１（令和三）年　　３月　17日（水曜日）

　
【
共
同
】
日
米
両
政
府
は
１
６
日
、
外
務
・
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ
る
安
全
保
障
協

議
委
員
会
（
２
プ
ラ
ス
２
）
を
東
京
都
内
で
開
い
た
。
菅
内
閣
と
バ
イ
デ
ン
米
政
権

の
発
足
後
初
め
て
。
共
同
文
書
を
発
表
し
、
中
国
を
名
指
し
し
て
「
ル
ー
ル
に
基
づ

く
国
際
体
制
を
損
な
う
、他
者
に
対
す
る
威
圧
や
安
定
を
損
な
う
行
動
に
反
対
す
る
」

と
宣
言
。
中
国
海
警
局
に
武
器
使
用
を
認
め
た
海
警
法
が
地
域
の
混
乱
を
招
く
と
し

て
「
深
刻
な
懸
念
」
を
表
明
し
た
。
岸
信
夫
防
衛
相
は
共
同
記
者
会
見
で
、沖
縄
県
・

尖
閣
諸
島
周
辺
で
対
処
力
強
化
へ
米
軍
と
共
同
訓
練
を
行
う
考
え
を
示
し
た
。

日
米「
他
者
威
圧

「
他
者
威
圧

「

」

他
者
威
圧
」

他
者
威
圧
と
名
指
し

尖
閣
対
処
強
化
へ
共
同
訓
練

労
働
省
に
も
同
社
製
ワ
ク
チ
ン

の
承
認
申
請
を
２
月
に
出
し
て

お
り
、
同
省
が
審
査
し
て
い
る
。

菅
義
偉
首
相
は
１
６
日
「
ま
ず

は
情
報
を
し
っ
か
り
集
め
、
整

理
し
た
上
で
判
断
と
い
う
形
に

な
る
」
と
述
べ
た
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
１
５

日
、
血
栓
な
ど
の
症
状
は
「
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
必
ず
し
も
関
連
付

け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
述
べ
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
１
６
日

に
専
門
家
会
合
を
開
く
予
定
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領

は
１
５
日
の
記
者
会
見
で
「
用

心
の
た
め
一
時
停
止
す
る
。
Ｅ

Ｍ
Ａ
が
認
め
れ
ば
、
す
ぐ
に
再

開
を
望
む
」
と
述
べ
た
。
ド
イ
ツ

の
シュ
パ
ー
ン
保
健
相
も
「
純
粋

に
慎
重
を
期
す
た
め
の
措
置
だ
」

と
語
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
ア
ス
ト

ラ
製
ワ
ク
チ
ン
約
１
６
０
万
回

の
接
種
後
、
血
栓
の
可
能
性
が

あ
る
例
が
７
件
報
告
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
通
信
な
ど
に
よ
る

と
、
イ
タ
リ
ア
で
は
北
部
ピ
エ
モ

ン
テ
州
の
男
性
（
５
７
）
が
ア
ス

ト
ラ
製
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
約
１
７
時
間
後
に
死
亡
。

検
察
当
局
は
１
５
日
ま
で
に
過

失
致
死
容
疑
で
捜
査
を
始
め
、

約
３
９
万
回
分
の
ワ
ク
チ
ン
を

押
収
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
政
府
は
１
５
日
、

国
内
で
少
な
く
と
も
２
週
間
、

使
用
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
め

た
。ダ
リ
ア
ス
保
健
相
に
よ
る
と
、

先
週
末
に
国
内
で
血
栓
の
例
が

１
件
確
認
さ
れ
た
。

欧
州
主
要
国
ア
ス
ト
ラ
製
中
断

血
栓
発
生
で「
予
防
措
置
」

中国海警法に深刻懸念

　
【
共
同
】
関
西
電
力
の
金
品

受
領
問
題
を
巡
り
、
会
社
の
信

用
を
低
下
さ
せ
損
害
を
与
え
た

と
し
て
、
個
人
株
主
４
９
人
が

森
本
孝
社
長
や
監
査
役
ら
計
１

７
人
を
相
手
取
り
、
関
電
に
約

６
９
億
２
千
万
円
の
損
害
賠
償

を
支
払
う
よ
う
求
め
た
株
主
代

表
訴
訟
の
第
１
回
口
頭
弁
論
が

１
６
日
、
大
阪
地
裁
（
西
村
欣

也
裁
判
長
）
で
開
か
れ
た
。
森

本
社
長
ら
１
７
人
全
員
は
訴
え

の
棄
却
や
却
下
を
求
め
、
争
う

姿
勢
を
示
し
た
。

　

昨
年
６
月
の
提
訴
時
は
八
木

誠
前
会
長
や
岩
根
茂
樹
前
社
長

ら
旧
経
営
陣
５
人
を
加
え
た
計

２
２
人
に
約
９
２
億
円
の
賠
償
を

求
め
る
内
容
だった
が
、５
人
への

請
求
は
関
電
が
原
告
と
なった
別

の
損
害
賠
償
訴
訟
に
併
合
し
た
。

　

弁
論
で
は
原
告
側
の
意
見
陳

ら
は
、
原
発
が
立
地
す
る
福
井

県
高
浜
町
の
元
助
役
森
山
栄
治

氏
（
故
人
）
か
ら
多
額
の
金
品

を
受
領
し
、
森
山
氏
と
関
係
が

深
い
会
社
へ
不
適
切
な
工
事
発

注
を
す
る
な
ど
し
、
問
題
の
公

表
も
し
な
か
っ
た
。
森
本
社
長

ら
取
締
役
や
監
査
役
は
そ
れ
ぞ

れ
取
締
役
会
や
監
査
役
会
へ
の

報
告
義
務
を
怠
っ
た
。

　

ま
た
旧
経
営
陣
ら
は
、
受
領

し
た
金
品
の
一
部
を
所
得
と
み

な
さ
れ
た
役
員
の
追
加
納
税
分

を
関
電
に
補
填
さ
せ
た
他
、
東

日
本
大
震
災
後
の
電
気
料
金

国
の
不
法
な
海
洋
権
益
に
関
す

る
主
張
と
活
動
へ
の
反
対
」
を

明
言
し
、
国
際
法
順
守
を
要

求
。
中
国
の
行
動
を
「
既
存
の

国
際
秩
序
と
合
致
し
な
い
」
と

も
断
じ
た
。
台
湾
海
峡
の
平
和

と
安
定
の
重
要
性
を
強
調
し
、

香
港
と
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

で
の
人
権
状
況
に
深
刻
な
懸
念

を
共
有
し
た
。

　

日
本
側
は
自
ら
の
防
衛
力
向

上
へ
の
決
意
を
示
し
、
米
側
は

核
戦
力
を
含
む
日
本
防
衛
に
揺

る
ぎ
な
い
関
与
を
強
調
し
た
。

北
朝
鮮
の
完
全
非
核
化
と
、
日

本
人
拉
致
問
題
の
即
時
解
決
を

措
置
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
医
薬

品
規
制
当
局
、
欧
州
医
薬
品
庁

（
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
は
声
明
で
「
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
の
血
栓
の
症
例
数

は
一
般
に
見
ら
れ
る
よ
り
多
く
は

な
い
よ
う
だ
」
と
の
見
解
を
改

め
て
表
明
。
１
８
日
に
緊
急
会

合
を
開
き
今
後
の
措
置
に
つ
い
て

「
結
論
を
出
す
」
と
し
て
い
る
。

　

ア
ス
ト
ラ
社
は
日
本
の
厚
生

　
【
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
共
同
】
英
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
血
栓
や

脳
出
血
な
ど
の
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
問
題
に
関
し
、
ド
イ
ツ

と
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
の
４
カ
国
は
１
５
日
、

ア
ス
ト
ラ
製
ワ
ク
チ
ン
使
用
の

一
時
停
止
を
決
め
た
と
発
表
し

た
。
万
が
一
に
備
え
た
予
防
的

谷
脇
前
総
務
審
議
官
が
辞
職

接
待
、停
職
３
カ
月
処
分
受
け

関
電
社
長
ら
　争
う
姿
勢

金
品
受
領
問
題
で
69
億
円
請
求

損害賠償

近
で
収
入
が
減
少
し
た
ひ
と
り

親
世
帯
は
申
請
が
必
要
と
な

る
。

　

総
合
支
援
資
金
は
、
早
け
れ

ば
２
０
２
２
年
春
に
も
返
済
が

始
ま
る
が
、
初
回
貸
し
付
け
分

は
２
１
年
度
ま
た
は
２
２
年
度

に
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

を
条
件
に
返
済
を
求
め
な
い
。

２
回
目
は
２
３
年
度
、
３
回
目

は
２
４
年
度
に
非
課
税
の
条
件

を
付
け
る
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
策

と
し
て
は
、
就
労
す
る
か
職
業

訓
練
に
取
り
組
む
場
合
、
住
宅

の
借
り
上
げ
に
月
上
限
４
万
円

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度

を
創
設
す
る
。

　

雇
用
分
野
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
者
を
約
５
万
人

に
倍
増
さ
せ
る
な
ど
、
職
業
訓

練
を
受
け
る
人
の
大
幅
増
を
目

指
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
臨
時
休

校
し
た
場
合
の
保
護
者
へ
の
休

業
補
償
に
つ
い
て
も
運
用
を
変

更
。
企
業
が
申
請
を
拒
ん
だ
場

合
は
、
昨
年
２
月
２
７
日
〜
同

３
月
３
１
日
分
は
従
業
員
が
労

働
局
に
賃
金
分
を
直
接
請
求
で

き
る
こ
と
と
す
る
。
昨
年
４
月

分
以
降
は
、
休
業
手
当
を
受

け
取
れ
な
か
っ
た
労
働
者
向
け
の

「
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」
の

答
弁
。

　

皇
位
継
承
策
は
半
年
か
ら

１
年
程
度
か
け
て
議
論
し
、
意

見
集
約
を
目
指
す
方
向
だ
。

世
論
に
支
持
が
広
が
る
女
性
・

女
系
天
皇
容
認
と
、
自
民
党

内
な
ど
の
保
守
派
が
推
す
男
系

維
持
に
大
別
さ
れ
る
。
双
方
の

意
見
は
隔
た
り
が
大
き
く
、
本

格
的
な
議
論
は
先
送
り
さ
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
有
識
者
会
議
で

は
皇
室
活
動
の
担
い
手
の
確
保

策
も
議
論
の
焦
点
と
な
る
。
女

を
出
し
、
受
理
さ
れ
た
。
谷
脇

氏
の
同
意
を
得
た
た
め
退
職
金

の
支
払
い
は
留
保
す
る
。
同
様

に
接
待
を
受
け
た
巻
口
英
司
国

際
戦
略
局
長
（
５
８
）
は
減

給
１
０
分
の
１
（
２
カ
月
）
の

懲
戒
処
分
と
し
た
。
２
人
が
利

害
関
係
者
か
ら
の
接
待
を
禁
じ

る
国
家
公
務
員
倫
理
法
の
倫

理
規
程
に
違
反
し
た
と
認
定
し

た
。

　
一
連
の
接
待
が
行
政
に
影
響

を
与
え
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る

た
め
、
元
検
事
の
弁
護
士
ら

第
三
者
で
つ
く
る
「
情
報
通
信

行
政
検
証
委
員
会
」
を
設
け
、

１
７
日
に
初
会
合
を
開
く
。

　

谷
脇
氏
に
つ
い
て
は
東
北
新

社
に
よ
る
接
待
を
巡
る
調
査
の

際
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
接
待
を
申

告
し
な
か
っ
た
こ
と
が
国
家
公

務
員
法
の
信
用
失
墜
行
為
な
ど

に
当
た
る
と
判
断
。
武
田
氏
は

「
職
を
辞
す
る
に
至
っ
た
の
は

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
、
意

見
が
あ
る
。
予
断
を
持
つ
こ
と

な
く
議
論
し
て
も
ら
う
」
と
説

明
し
た
。

　

こ
の
後
の
参
院
内
閣
委
員

会
で
は
安
定
的
な
皇
位
継
承

策
に
関
し
「
男
系
継
承
が
古

来
例
外
な
く
維
持
さ
れ
て
き

た
重
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

慎
重
か
つ
丁
寧
に
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
。

有
識
者
会
議
の
具
体
的
な
進

め
方
に
つ
い
て
は
「
メ
ン
バ
ー

の
有
識
者
に
決
め
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。
立
憲

民
主
党
の
木
戸
口
英
司
氏
へ
の

容
と
な
っ
た
。
サ
イ
バ
ー
な
ど

全
防
衛
領
域
で
協
力
を
進
め
、

年
内
に
２
プ
ラ
ス
２
を
再
開
催

す
る
方
針
で
合
意
し
た
。

　

茂
木
敏
充
外
相
と
岸
氏
、

米
国
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長

官
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官

が
出
席
。茂
木
氏
は
会
見
で「
抑

止
力
、
対
処
力
の
強
化
に
向
け

て
議
論
で
き
た
。
日
米
同
盟
の

強
固
さ
を
力
強
く
発
信
す
る
も

の
だ
」
と
述
べ
た
。

　

岸
氏
は
尖
閣
周
辺
を
含
む
南

西
諸
島
方
面
で
共
同
訓
練
を
多

数
実
施
し
て
い
る
と
明
か
し「
各

種
の
共
同
訓
練
を
着
実
に
積
み

重
ね
、
日
米
が
共
に
行
動
し
て

い
る
姿
を
示
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

共
同
文
書
で
は
、
尖
閣
が
米

国
に
よ
る
防
衛
義
務
を
定
め
た

日
米
安
保
条
約
第
５
条
の
適

用
対
象
だ
と
再
確
認
し
「
日
本

の
施
政
を
損
な
お
う
と
す
る
い

か
な
る
一
方
的
な
行
動
に
も
反

対
す
る
」
と
言
明
し
た
。

　

南
シ
ナ
海
情
勢
に
つ
い
て「
中

　

尖
閣
周
辺
で
繰
り
返
さ
れ
る

領
海
侵
入
に
対
す
る
日
本
側
の

反
発
と
、
同
盟
国
と
連
携
し
て

中
国
に
対
処
す
る
バ
イ
デ
ン
政

権
の
方
針
を
反
映
し
、
対
抗
姿

勢
を
強
く
打
ち
出
す
異
例
の
内

述
が
あ
り
、
代
理
人
の
河
合
弘

之
弁
護
士
は
「
原
発
の
世
界
は

巨
額
の
汚
い
お
金
が
渦
巻
い
て

い
る
」と
批
判
。
株
主
の
女
性
は

「
不
正
マ
ネ
ー
の
還
流
は
許
せ

な
い
、
全
く
倫
理
観
を
欠
く
行

為
だ
。
ま
さ
か
関
電
の
幹
部
に

バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
が
入
っ
て
い
た

と
は
。
裁
判
の
場
で
事
実
を
明

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

　

森
本
社
長
ら
は
答
弁
書
で
、

報
道
が
出
る
ま
で
金
品
受
領
問

題
を
知
ら
な
か
っ
た
な
ど
と
反

論
し
た
。

　

訴
状
に
よ
る
と
、
旧
経
営
陣

東
京
都
内
の
医
療
機
関
で
受
け

た
。
男
性
医
師
か
ら
体
調
を

聞
か
れ
「
大
丈
夫
で
す
」
と
回

答
。
左
腕
に
注
射
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
記
者
団
に
「
痛
そ

う
だ
っ
た
が
そ
ん
な
に
痛
く
も

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
述
べ
た
。
接

種
の
様
子
は
報
道
陣
に
公
開
し

た
。

　

首
相
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
「
国
民
の
皆
さ
ん
に
一
日
も

早
く
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
た
。
接
種
し
て
も
ら

え
る
環
境
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
日
米
両
政
府
は
首
脳
会
談
に

際
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
万

全
に
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い

る
。
日
本
政
府
は
感
染
防
止
の

た
め
、
代
表
団
の
規
模
を
必
要

最
小
限
に
絞
る
方
針
。
首
相
と

同
行
者
全
員
が
米
フ
ァ
イ
ザ
ー

製
の
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
、
３
週

間
の
間
隔
で
接
種
す
る
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
就
任
前
の
昨

年
１
２
月
、
全
米
で
テ
レ
ビ
中

継
さ
れ
る
中
、
公
開
接
種
を
受

け
た
。

　
【
共
同
】
武
田
良
太
総
務
相

は
１
６
日
の
記
者
会
見
で
、
同

省
幹
部
ら
へ
の
接
待
問
題
を
巡

り
前
総
務
審
議
官
の
谷
脇
康
彦

氏
（
６
０
）
を
同

日
付
で
停
職
３
カ

月
の
懲
戒
処
分
に

し
た
と
発
表
し
た
。

谷
脇
氏
は
辞
職
願

が
そ
ろ
う
世
帯
に
も
拡
大
す
る
。

　

会
議
に
は
菅
首
相
と
関
係
閣

僚
が
出
席
。
困
窮
子
育
て
世
帯

へ
の
給
付
以
外
に
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
生
活
再
建
資
金

を
特
例
で
貸
し
付
け
る
「
総
合

支
援
資
金
」
の
返
済
を
免
除
す

る
こ
と
が
柱
の
緊
急
支
援
策
を

決
め
た
。
必
要
な
予
算
と
し
て

５
千
億
円
の
予
備
費
を
来
週
ま

で
に
追
加
す
る
。

　

困
窮
子
育
て
世
帯
へ
の
給
付

は
、
住
民
税
非
課
税
で
子
ど
も

が
い
る
場
合
、
子
ど
も
１
人
当

た
り
一
律
で
５
万
円
を
配
る
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

ひ
と
り
親
世
帯
は
申
請
が
不
要

で
、
可
能
な
限
り
早
期
に
支
給

す
る
。
両
親
が
い
る
世
帯
、
直

　
【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は

１
６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
打
撃
を
受
け
た
生
活
困
窮

者
ら
へ
の
緊
急
支
援
策
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
を
首
相
官
邸

で
開
き
「
ひ
と
り
親
や
所
得
が

低
い
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
子

ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
を
給

付
す
る
」
と
表
明
し
た
。
困
窮

子
育
て
世
帯
への
給
付
金
は
こ
れ

ま
で
２
回
、
ひ
と
り
親
に
限
って

給
付
し
て
き
た
が
、
今
回
両
親

官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
、

初
会
合
を
来
週
開
催
す
る
と

明
ら
か
に
し
た
。
上
皇
さ
ま
の

天
皇
退
位
か
ら
２
年
近
く
先

送
り
し
て
き
た
議
論
に
よ
う
や

く
着
手
す
る
。

　

加
藤
氏
は
「
安
定
的
な
皇
位

の
継
承
を
維
持
す
る
こ
と
は
国

家
の
基
本
に
関
す
る
極
め
て
重

要
な
問
題
だ
」
と
指
摘
。「
女

性
皇
族
の
婚
姻
な
ど
に
よ
る
皇

族
数
の
減
少
へ
の
対
応
に
つ
い

　
【
共
同
】
政
府
は
１
６
日
、

国
会
か
ら
検
討
を
求
め
ら
れ
て

い
た
安
定
的
な
皇
位
継
承
策

を
議
論
す
る
有
識
者
会
議
を

設
置
す
る
と
発
表
し
た
。
メ
ン

バ
ー
に
冨
田
哲
郎
Ｊ
Ｒ
東
日

本
会
長
、
清
家
篤
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
理

事
長
（
前
慶
応
義
塾
長
）
ら

６
人
を
起
用
。
皇
室
制
度
、

歴
史
の
専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
も
実
施
す
る
。
加
藤
勝
信

誠
に
遺
憾
だ
。
深
く
お
わ
び
申

し
上
げ
る
」
と
述
べ
た
。

　

菅
義
偉
首
相
は
「
極
め
て
遺

憾
だ
。
総
務
省
が
第
三
者
を
入

れ
た
調
査
を
し
た
上
で
対
策
を

行
う
」
と
記
者
団
に
話
し
た
。

　

谷
脇
氏
は
２
０
１
８
年
９

月
〜
２
０
年
７
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
澤
田
純
社
長
ら
か
ら
計
３
回

で
総
額
約
１
０
万
７
千
円
分
、

巻
口
氏
は
２
０
年
６
月
に
１
回

で
約
５
万
１
千
円
分
の
接
待
を

受
け
た
。

　

谷
脇
氏
は
先
月
、
菅
首
相
の

長
男
正
剛
氏
が
勤
め
る
東
北
新

社
か
ら
計
４
回
の
違
法
接
待
を

受
け
た
と
し
て
、
減
給
１
０
分

の
２
（
３
カ
月
）
の
懲
戒
処
分

を
受
け
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
接

外
務
・
防
衛
閣
僚
の
初
協
議

８
人
増
）、
神
奈
川
１
２
６
９

人
（
同
１
９
３
人
増
）
の
順
に

多
か
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
た

自
殺
者
は
５
人
で
、
前
年
よ
り

１
１
人
減
。
地
域
別
で
は
福
島

が
３
人
、
岩
手
と
宮
城
が
そ
れ

ぞ
れ
１
人
だ
っ
た
。

検
証
委
が
17
日
初
会
合

待
発
覚
で
今
月
、
官
房
付
に
更

迭
さ
れ
た
。
総
務
省
に
よ
る
と
、

退
職
金
は
約
５
８
０
０
万
円
。

武
田
氏
は
、
懲
戒
処
分
に
当
た

る
事
案
が
さ
ら
に
判
明
し
た
場

合
、
退
職
金
を
減
額
す
る
可
能

性
を
示
唆
し
た
。

　

谷
脇
氏
は
旧
郵
政
省
出
身
。

１
９
年
１
２
月
、
事
務
方
ナ
ン

バ
ー
２
の
総
務
審
議
官
に
就
い

た
。
菅
首
相
が
重
視
す
る
携
帯

電
話
料
金
の
引
き
下
げ
な
ど
に

奔
走
、
次
の
事
務
次
官
候
補
と

目
さ
れ
て
い
た
。

　

検
証
委
は
、
元
検
事
の
吉
野

弦
太
弁
護
士
を
座
長
と
し
、
放

送
や
行
政
学
が
専
門
の
学
識
経

験
者
２
人
と
企
業
経
営
者
の
計

４
人
で
構
成
。
今
後
、
通
信

政
策
に
詳
し
い
有
識
者
の
追
加

も
検
討
す
る
。

大相撲順位表（共同）

た
と
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

小
中
高
生
の
自
殺
者
の
内
訳

は
、
小
学
生
１
４
人
（
前
年

比
６
人
増
）、
中
学
生
１
４
６

人
（
同
３
４
人
増
）、
高
校
生

３
３
９
人（
同
６
０
人
増
）だ
っ

た
。
女
子
高
校
生
が
前
年
と
比

べ
て
６
０
人
増
と
大
幅
に
増
え

た
。
未
成
年
の
自
殺
者
数
は
、

７
７
７
人
（
同
１
１
８
人
増
）

に
上
っ
た
。
原
因
・
動
機
で
は
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
や
進

路
の
悩
み
、
学
業
不
振
が
多

か
っ
た
。

　

全
体
の
自
殺
者
数
の
う
ち
、

男
性
は
１
万
４
０
５
５
人
（
同

２
３
人
減
）。
男
性
は
１
１
年

連
続
で
減
っ
た
が
、
女
性
は
増

加
に
転
じ
た
。
女
性
が
自
殺

を
選
ん
だ
理
由
は
、
健
康
問
題

（
４
５
１
９
人
）、
家
庭
問
題

（
１
２
９
２
人
）、
経
済
・
生

活
問
題
（
４
２
５
人
）
の
順
に

多
か
っ
た
。

　

月
別
で
は
７
〜
１
２
月
に
前

年
比
で
増
加
に
転
じ
、
最
多
は

１
０
月
の
２
２
３
０
人
（
前
年

比
６
９
１
人
増
）。
著
名
人
の

自
殺
が
影
響
し
た
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
２

２
３
１
人
（
同
１
２
４
人
増
）、

大
阪
１
４
０
９
人
（
同
１
７

▲
報
道
陣
の
取
材
に

応
じ
る
武
田
総
務
相

＝
16
日
午
前
、
国
会

（
共
同
） 

皇
位
継
承
の
有
識
者
会
議
設
置

冨
田
、清
家
氏
ら
６
人
起
用

対
象
に
加
え
る
。

　

女
性
の
自
殺
が
増
え
る
な
ど

深
刻
な
孤
独
・
孤
立
問
題
対
策

で
、
相
談
事
業
を
担
う
民
間
団

体
に
助
成
す
る
。

日米の外務・防衛担当閣僚による安全保障協議委員会に臨む（左から）
米国のオースティン国防長官、ブリンケン国務長官、茂木外相、岸防
衛相＝16日午後、東京都港区の飯倉公館（代表撮影・共同） 

目
指
す
と
確
認
。
日
米
と
韓
国

の
３
カ
国
協
力
の
重
要
性
も
明

記
し
た
。「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
の
推
進

を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

菅
義
偉
首
相
も
ブ
リ
ン
ケ

ン
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
両
氏
と
官

邸
で
面
会
し
、
４
月
上
旬
で
調

整
し
て
い
る
自
身
の
訪
米
で
同

盟
を
強
化
す
る
考
え
を
伝
達
し

た
。
東
京
で
の
日
米
２
プ
ラ
ス

２
開
催
は
２
０
１
３
年
以
来
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
閣
僚
の
外
国

訪
問
は
初
め
て
。

総
務
相
「
深
く
お
わ
び
」

値
上
げ
で
カ
ッ
ト
し
た
役
員
報

酬
を
退
任
後
ひ
そ
か
に
補
填
し

た
。

　

株
主
側
は
、
電
気
料
金
を
個

人
的
な
税
務
費
用
に
使
う
こ
と

や
、
役
員
報
酬
の
補
填
は
、
利

用
者
へ
の
背
信
行
為
で
、
職
務

上
の
善
管
注
意
義
務
違
反
な
ど

と
し
て
い
る
。

　

損
害
に
つ
い
て
は
、
問
題
発

覚
後
の
信
用
低
下
に
よ
る
株
価

下
落
５
０
億
円
、
営
業
損
害
７

億
円
、
不
正
発
注
と
公
正
な
発

注
の
差
額
３
億
２
千
万
円
な
ど

と
算
定
し
た
。

▲
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
１
回
目
の
接
種
を
受
け
る
菅
首

相
＝
16
日
午
前
、
東
京
都
新
宿
区

（
代
表
撮
影
・
共
同
）

性
皇
族
が
結
婚
後
も
皇
室
に
残

る
「
女
性
宮
家
」
の
創
設
や
、

結
婚
後
の
女
性
皇
族
に「
皇
女
」

の
尊
称
を
贈
り
、
皇
籍
を
離
れ

た
後
も
皇
室
活
動
へ
の
協
力
を

委
嘱
す
る
皇
女
制
度
の
是
非
が

取
り
上
げ
ら
れ
そ
う
だ
。

　

冨
田
、
清
家
両
氏
以
外
の
有

識
者
会
議
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通

り
。
大
橋
真
由
美
上
智
大
教

授
（
行
政
法
）
▽
俳
優
中
江
有

里
氏
▽
細
谷
雄
一
慶
応
大
教
授

（
国
際
政
治
）
▽
宮
崎
緑
千
葉

商
科
大
教
授
（
元
キ
ャ
ス
タ
ー
）

　
【
共
同
】
２
０
２

０
年
の
小
中
高
生

の
自
殺
者
数
が
統

計
の
あ
る
１
９
８

０
年
以
降
最
多
の

４
９
９
人
に
上
っ

た
こ
と
が
１
６
日
、

警
察
庁
の
ま
と
め

（
確
定
値
）
で
分

か
っ
た
。
前
年
比

１
０
０
人
増
。
年

代
別
で
は
１
０
、
２
０
代
の
増

加
が
顕
著
で
前
年
比
５
２
２
人

増
と
な
っ
た
。
全
体
の
自
殺
者

数
は
２
万
１
０
８
１
人
。
前
年

か
ら
９
１
２
人
増
え
た
。
前
年

を
上
回
る
の
は
０
９
年
以
来
と

な
る
。
女
性
の
自
殺
者
増
も
目

立
ち
、
前
年
比
９
３
５
人
増
の

７
０
２
６
人
だ
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
自
殺
対
策
推

進
室
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
学
校
が
長
期
休
校
し
た

こ
と
や
、
外
出
自
粛
に
よ
り
家

族
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
影

響
で
、
学
業
や
進
路
、
家
族
の

不
和
な
ど
に
悩
む
人
が
増
加
し

新型コロナ

変異株で
国内初の死者
神奈川、男性２人

変
異
株
感
染
者
２
人
の
死
亡
を

確
認
し
た
と
発
表
し
た
。
変
異

株
感
染
者
の
死
亡
が
確
認
さ
れ

た
の
は
、
国
内
で
は
初
め
て
。

　

県
に
よ
る
と
、
７
０
代
と
５

０
代
の
男
性
で
、
い
ず
れ
も
今

月
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

肺
炎
で
死
亡
し
た
。
５
０
代

男
性
は
死
後
に
感
染
が
分
か
っ

た
。
２
人
に
接
点
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
感
染
経
路
は
分

か
っ
て
い
な
い
。
海
外
滞
在
歴

も
な
い
と
い
う
。
ど
の
国
に
由

来
す
る
変
異
株
か
は
不
明
で
、

国
立
感
染
症
研
究
所
に
依
頼

し
、
特
定
を
進
め
る
。

　

７
０
代
男
性
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
が
判
明
し
て
入
院
。
５

０
代
男
性
に
は
高
血
圧
な
ど
の

基
礎
疾
患
が
あ
っ
た
。

　

変
異
株
は
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖

す
る
際
に
コ
ピ
ー
ミ
ス
で
遺
伝

情
報
の
一
部
が
変
異
し
た
も
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
が
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
。
英
国
由
来

の
株
な
ど
従
来
よ
り
感
染
力
が

強
い
と
さ
れ
る
も
の
が
世
界
的

に
拡
大
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ

ル
由
来
の
株
は
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
に
も
影
響
す
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。死
亡
率
に
つ
い
て
も
、

英
国
株
は
リ
ス
ク
が
最
大
２
倍

に
な
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

　
【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は
１

６
日
、
４
月
上
旬
に
予
定
す

る
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
と
の
対

面
会
談
の
た
め
訪
米
す
る
の
を

前
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
１
回
目
の
接
種
を

訪
米
前
に
ワ

ク
チ
ン
接
種

首
相
「
痛
く
な
か
っ
た
」

　
【
共
同
】
神
奈
川
県
は
１
６

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

子
ど
も
１
人
５
万
円
給
付

困
窮
子
育
て
世
帯
対
象

緊急支援策

小中高生の自殺  過去最多
499人、コロナ影響か



A  T o y o t a  d o  B r a s i l 
apresentou no dia 11 de 
março , o seu novo SUV 
produzido na fábrica de 
Sorocaba, no interior do 
estado de São Paulo.
O  m o d e l o  v e m  p a r a 
c o m p e t i r  c o m o  J e e p 
Compass, Chevrolet Tracker, 
Hyundai Creta, Honda HR-
V, Chevro le t Equ inox e 
VW Taos (a ser lançado 
brevemente). 
O Corolla Cross chega com 
um diferencial importante 
proporcionado pela opção de 
motorização híbrida (a preço 
competitivo) não disponível 
em nenhum concorrente no 
país. Além disso, as versões 
HRV Hybrid e HRX Hybrid 
v e m e q u i p a d a s c o m o 
sistema de segurança ativa 
Toyota Sense, equipadas 
com um radar de ondas 
milimétricas na dianteira, 
combinado com uma câmera 
monocular para detectar 
uma variedade de perigos e 
alertar o motorista.

INTERIOR: Segue o padrão 
do sedã , com pequenas 
diferenças. O acabamento 
é disposto horizontalmente 
a té se conec tar com as 
portas, dando uma sensação 
de amplitude.

EQUIPAMENTOS: Desde 
a versão de entrada XR, 
o modelo conta com ar-
c o n d i c i o n a d o  d i g i t a l 
a u t o m á t i c o  c o m d u t o 
traseiro, banco do motorista 
c o m r e g u l a g e m p a r a 6 
ajustes, banco do passageiro 
dianteiro com regulagem 
manua l para 4 a jus tes , 
d i reção e le t roass i s t ida 
p r o g r e s s i v a  ( E P S ) , 
computador de bordo com 
tela TFT de 4,2 polegadas 
de alta resolução, freio de 
estacionamento no pedal, 
e s p e l h o s r e t r o v i s o r e s 
externos eletro-retráteis 
e rebatimento automático 
ao fechar o veículo com 
pisca integrado, modo de 
seleção de condução Sport 
(versões XR e XRE), rack de 
teto longitudinal, e sistema 
de áudio central multimídia 
com tela sensível ao toque 
de 8 polegadas, rádio AM/

O modelo mais vendido 
d a N i s s a n n o B r a s i l 
g anhou a tua l i zações 
para continuar atrativo 
no segmento de SUVs 
compactos. No design, 
o para-choque dianteiro 
integra a grade realçada 
pelos frisos cromados e 
pelos detalhes em black 
piano. Ainda na dianteira 
o Kicks ganhou faróis de 
Full LED com função DLR 
(luz de rodagem diurna), 
item de série em todas as 
versões com câmbio CVT, 
e faróis de neblina de 
LED com melhor alcance 
e projeção da luz e baixo 
consumo de energia.
O pisca-pisca posicionado 
nos retrovisores externos 
também contam com 
LED.
Na traseira, as lanternas 
também são de LED e 

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP

AUTOS
T o y o t a l a n ç a C o r o l l a 
Cross produzido no Brasil

F M , M P3, e n t r a d a U S B , 
Bluetooth e conexão para 
smartphones para Android 
Auto e Apple CarPlay.

AR CONDICIONAD O DE 
D UA S Z O NA S : A ve r s ã o 
X R X H y b r i d p o s s u i a r -
c o n d i c i o n a d o  d i g i t a l 
a u t o m á t i c o D u a l Z o n e 
com sistema S-Flow e duto 
traseiro, banco do motorista 
com regulagem elétr ica 
p a r a 8 p o s i ç õ e s e t e t o 
solar elétrico com função 
antiesmagamento.

PLATAFORMA : O Corolla 
Cross é construído sobre 
a plataforma GA-C (Global 
Architecture – Compact), a 
mesma do Corolla sedã, do 
Prius e do Lexus UX250h, 

MOTOR: A combustão, 2.0L, 
flex, 4 cilindros, 16 válvulas, 
c o m a n d o  d e  v á l v u l a s 
variável inteligente VVT-iE, 
com 177 cv de potência a 
6.600 rpm com etanol e 169 
cv com gasolina. O torque 
com etanol ou gasolina é 
de 21,4 kgf.m a 4.400 rpm. 
Sistema de injeção direta 
e indireta de combustível 
D-4S que adapta a injeção 
às condições de direção, 
oferecendo mais potência 
e  m e n o r  c o n s u m o  d e 
combustível. São 2 injeções 
assim como no Corolla.

MOTORIZAÇÃO HÍBRIDA: 
Combina um motor flex de 
1.8L, VVT-i 16V de c ic lo 
Atkinson, com 101 cv de 

se estendem de um lado 
para o outro, separadas 
pelo logotipo da Nissan, 
no centro da tampa do 
porta-malas.
No interior destaque para 
a nova multimídia de 8 
polegadas e sistema de 
som Bose que inclui dois 
alto falantes no apoio de 
cabeça do motorista.
Na parte de segurança, 
A l e r t a s  d e  C o l i s ã o 
Frontal com Assistente 
Inteligente de Frenagem, 
do Detector de Objetos 
e m  M o v i m e n t o ,  d o 
M o n i t o r a m e n t o  d e 
Ponto Cego, do sensor 
de estacionamento e do 
afivelamento dos cintos 
de segurança.
Além disso, o SUV conta 
com Alerta de Tráfego 
Cruzado Traseiro (RCTA), 
o M o n i t o r a m e n t o d e 

p o t ê n c i a a 5.200 g i r o s 
quando abastec ido com 
etanol , e 98 cv também 
a 5.200 rpm, abastecido 
com gasolina, e torque de 
14,5 kg f .m a 3.600 rpm 
(abastecido com etanol ou 
gasolina). O motor funciona 
e m c o n j u n t o c o m d o i s 
motores elétricos (MG1 e 
MG2) de 72 cv de potência e 
16,6 kgf.m de torque.

T R A N S M I S S ÃO : Hybr id 
Transaxle opera através de 
planetária com engrenagem, 
eliminando perdas e atritos, 
proporciona aceleração 
linear.

G A R A N T I A :  5  a n o s d e 
g a r a n t i a s e m l i m i t e d e 
quilometragem para pessoas 
físicas (para pessoa jurídica, 
são 5 anos ou 100.000 km, 
o que ocorrer primeiro). 
Porém, as versões híbridas 
do Corolla Cross também 
contarão com garantia de 8 
anos para o sistema híbrido 
c o m p o s t o p o r b a t e r i a 
híbrida, inversor/conversor, 
m ó d u l o d e c o n t r o l e d a 
bateria híbrida e módulo de 
controle de energia.

PREÇOS COROLLA CROSS 
XR 2.0 flex: R$ 139.990,00
XRE 2.0 flex:R$ 149.990,00
XRV Hybrid 1.8 f lex : R$ 
172.990,00
XRX Hybrid 1.8 f lex : R$ 
179.990,00
Special Edition Hybrid 1.8: 
R$ 183.980,00 (limitada a 
1.200 unidades)

Ponto Cego (BSW ) , o 
A ler ta Inte l igente de 
M u d a n ç a s  d e  F a i x a 
(LDW) e o Acendimento 
Inteligente dos faróis 
com ajuste de altura e 
intensidade.

MOTOR e CÂMBIO
Permanece o mesmo 4 
c i l indros , 1,6 com 16 
válvulas com 114 cv de 
potência a 5.600 rpm e 
torque de 15,5 kgfm a 
4.000 rpm, contando com 
controle de abertura das 
válvulas continuamente 
v a r i á v e l  ( C V V T C S ) . 
Câmbio XTRONIC CVT 
com D-Step (simulação de 
marchas) e modo Sport 
p r o p o r c i o n a m e l h o r 
performance mesmo em 
rotações mais baixas.

PREÇO DE TABELA

Kicks Sense manual:	
R$ 90.390,00
Kicks Sense CVT: 	
R$ 98.390,00
Kicks Advance CVT: 	
R$ 106.390,00
Kicks Pack Plus: 	
R$ 108.390,00
Kicks Exclusive CVT:	
R$ 116.390,00
Kicks Pack Tech: 	
R$ 119.390,00

Nissan Kicks ganha mais 
equipamentos
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De acordo com o INMETRO, o Corolla Cross híbrido é capaz de rodar 13,9 km/l 
na estrada e 17 km/l na cidade abastecido com gasolina.

O porta-malas capacidade para 440 litros e a 
garantia é de 5 anos sem limite de quilometragem 
para pessoa física, e de 8 anos para os componentes 
do sistema híbrido. 

To
yo

ta
To

yo
ta

O Nissan Kicks ganhou tratamento acústico no 
para-brisa dianteiro para redução de ruídos. 

Ni
ss

an
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